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麗隅院ニテ診療セル癌及其他ノ踵瘍患者ノ家族歴ヲ照

會状ヲ蛮シテ調査シ，ソノ家族歴二癌患者ヲ有スル各

種癌患者427例，其他ノ踵蕩患者63例ヲ得タ．コレラ

抄 録

 ノ家族歴二現レタ癌ノ種類ト，護端者ノ嚢癌臓器叉ハ

腫蕩ノ種類トノ關係ヲ統計的二観察シテ，癌二封スル

遺傳的臓器素因ヲ吟味シタ．
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第1章 緒

 癌が屡々家族的二多獲スルコトハ，古タカラ

知ラレタ事實ヂアル．然シソコニ遺傳が作用シ

テ居ルコトヲ詮明スルノハ中々容易デハナイ．

Bashfordハ40歳以上ノー般佳民ノ10％ガ癌二品

ルコトヲ承認シ，ソレヲ基トシテ，6人カラ成

ル家族デハ11％二面ク偶然二2人が癌トナリ，

2％二3人或ハソレ以上が癌トナリ，10人ノ家

族デハ，2人が癌トナル事ハ20％二起リ，3人が

癌トナル場合ガ8％ナルコトが全ク偶然ノ法則

一読ツテ期待ヂキルコトヲ計算カラ割出シタ．

 然シ心際ニハ，偶然ト考ヘラレヌ程多クノ癌

患者ヲ見ル家系が存在スル．

 殊三家族的S現レタ癌ガイツモー定ノ臓器二

見ラレル場合ニハ，遺傳的晶晶ノ存在ヲ否定ス②

ル者ハ鯨リ居ナイ．カ・ル例トシテ，最モ人ロ

ニ山衆サレテ居ルノハNapo】eon一世ノ家系ヂ

アツテ，彼自身ノ外，彼ノ父，弟，姉，妹F5

，人が揃ツテ胃癌ヂ蜷レタ．ソノ他，同臓器二品

ノ頻稜セル家系トシテ有名ナモノヲ學ゲルト，

胃癌ノ頻獲セルモノニ，Paulsen，Grote，：Loken，

J．：Bauer等ノ獲表セル家系ガアリ，直腸癌ノ頻

襲セルモノニ，Weitz， Graham， JUngling等ノ

爽表セル家系ガアリ，血忌性肝臓癌ガ2人ノ姉

妹二心レタ例ヲHedingerガ獲表シテ居り，

Schinzハ8人ノ同胞中4人ノ男子が食道癌ヂ死

亡セル例ヲ見タ．乳癌ノ乱獲ヲ見タ家族二就イ

テハ，Leshziner， wachtel， Laurence， John

C．Warren， Cholewa等が護表シテ居り，主トシ

テ子宮癌が垂心シタ例トシテBrocaノ獲表セル

例が知ラレ’，子宮癌ト孚L癌ノ例トシテCholewa

言

ノ焚表セル家系が有名ヂアル．

 更二Mc：Farland and Meade， Kranz， Weitz，

peyron et K：obozieff， Habs等バー卵性双生児二

就イテノ調査ヲ獲表シテ居ルガ，其ニヨレバ，

一卵性双生兇二於テ爾方二癌ノ焚現ヲ見ル場合

ニハ，殆ド常二同ジ臓器ノ同ジ部位＝起り，極

メテ稀二臓器ヲ異ニシテモ，嚢生學的ニハ同一

ノ臓器二七ルコトが見ラレテ居り，癌二封スル

臓器素因ノ遺傳性が高調セラレテ居ル．

 本邦二於テハ二極氏ノ各種ノ癌二二ル綜合的

ナ調査が最著明ナモノデアツテ，氏ハ「癌素因

ノ所在ハ全身二非ズシテ臓器二在り」トノ立場

ヲトリ，「癌ノ遺傳素因モ亦勿論臓器一壷ケル

素因ナラネバナラヌ」トシ，癌ノ遺傳素因ハ存

在スルが絶封的ヂハナイト結論シテ居ル．ソノ

他ニハ三宅，宮城，谷口，荒川，出田，久留・

松島・杉村・小忌，カロ藤・那須・村尾・武田・姜，各

務・武井・喜多野等ノ諸氏ハ胃癌患者ノ家族歴二

於テ胃癌ガソノ他ノ癌二比シ璽倒鳥山多イコト

ヲ見テ居り，今村ハ子宮癌患者ノ家族二子宮癌

が比較的多イト報告シテ居ルガ，各種ノ癌二就

イテ廣ク臓器素因ノ遺傳關係ヲ展望セシメル業

績ハ殆ンド無イ．上之二言スル著明ナ家系圖モ

殆ンド見ラレナイ，

 品等ハ最近，各種ノ癌患者1089例，癌以外ノ

各種腫瘍患者218例ノ家族歴ヲ調査シ，品目劃

スル臓器素因ノ遺賦性二二イテ統計的観察ヲ試

ミタ．依ツテソノ結果ヲ三二報告シ大方諸賢ノ

御示教ヲ仰ガムト思フ．

第2章調査方法及調査材料

 第1編二四ケルト同一ノ材料，部チ家族歴ヲ充分精

査シ下刷ル各種癌患者992例，癌以外ノ腫瘍患者2工8例

ヲ用ヰタル他，本編二於テハ，家族歴ノ全般＝亘ツテ

ハ完全デハナイガ，細目ノ調査二際シテ間二合フ症例

97例（男子デハ食道癌1，胃癌7，腸癌13，膵臓癌1，

乳癌1，計23例，女子デハ胃癌4，腸癌6，子宮癌

42，孚L癌22，計74例）ヲ加ヘタ，依ツテ各種癌患者ハ

1089例デアル．而シテ本編二於テ直接調査ノ封照トナ

ツタノハ，患者ノ家族歴二乗二1名乃至1名以上ノ癌

患者ヲ有スルモノデアツテ，ソノ激ハ各種癌患者427

例，癌以外ノ腫瘍患者63例デアル．

 尚，統計二用ヰタ公式ヲ示セバi欠ノ如クデアル．
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M＝百分率 rn・＝百分率誤差 n＝度激

m（％）s±4M（10呈一M）

ニツノ百分野ノ差ノ孚IJ日岡ハ

盃鵜叢％）2・Ml，・ノ値ガ3・リ大ナ

ル時ハ爾者ノ差ヲ有意義ト見微シ，3ヨリ小ナル時ハ

有意義ナラズトシタ．

            第3章．

  第1節 各種癌患者ノ家族ms ＝於ケル

       癌ノ獲生歌況

 獲癌臓器ラ異＝セル各種ノ癌患者群二就イ

テ，ソノ家族歴二現レタ癌患者ノ，護端者二二

スル血縁血忌ト，ソノ癌ノ種類ヲ表示スレバ第

1表各號ノ如クデアル．

    第俵・醐儲9例（願

癌患者家族歴ノ統計的観察

 第1表各號ニハ更二，各群ノ家族歴二現レタ

癌患者ノ総敷及之ヲ男ト女二分ケタ敷ヲ示シ，

夫々二劃スル各種癌例数ノ百分比ヲ示シタ．此

際勿論護端者ハ除外サレテ居ル．三原襲癌ノミ

ヲ採用シ，同1人デ重複セル例ハ無イ．

）嫁三二於ケ・幅磯臨画（調醗・7例）

癌 別

血 縁

食

胃

道 癌

癌

消化管系癌
肝  臓  癌

消化器系統面
上  顎  面

子  宮  癌

計

，父 母

重

14

4

2

2

2

1

父方

魏

1

1

1

璽
難

1

1

同胞

男［女

1

1

1

1

子供

男k

1

伯

叔
父

伯從從

母i弟1妹
叔兄姉

43P・U・1・1・目101i

男

1

5（ 83．33e／，）

6（100．000／，）

6（100．OOe／a）

6

女

2（ 33．33 e／，）

2（33．330／o）

1

3C50．Ooo／e）

2（33・330／e）

1

6

計

1

7（58．330／o）

8（66．67％）

1

g（7s．ooo／o）

2（16．670／o）

1

12

舌癌患者17例ノ中，家族歴二癌アリシ例ハ9

例ヂ，此等ノ家族歴二見ラレ旦那ハ男子6，女

子6，計12デアル．而シテ舌癌ハ堅目現レテ居

ナイ．男子二現レタ6例ノ癌中，5例マヂが胃

癌ヂアル（5P 6例二封シテ83・33％）．女子ノ癌

6例中胃癌ガ2例，上顎癌ガ2例デアル．12例

ノ癌ノ中，女子二於ケル上顎癌2例，子宮癌1

例ヲ除ケバ，残iリハ全部消化器系統ノ癌ヂァル

（唐p12例二当封」シ75％）．

 山二二ノ統計デハ，舌癌152例中，同臓器間

遺傳例ハ男子1例，同系臓器間遺傳例ハ10例，

近接臓器間遺傳例ハ2例ヂ，舌癌患者ノ奪族ノ

癌ハ，同臓器タル舌ヨリハ胃や食道ノ癌ノ方が

多イコトハ余等ノ場合ト同ジデアル．

第1表b鑓懸者5例熱病旛二審ケ嚥磯生躍（調鋤蜘
福二母1 組響町1租

同胞 子供   血 縁

?別
父

i父1母父i母 ｝男1鯛女

伯叔父 伯叔母

下闇
Z姉
嵂

男 女 計

食  道  癌

ﾝ     癌、

ﾁ化管系約
? 臓  癌

ﾁ化器系統癌

1il11

11

111

111

22 1

@1

Qt 1

13（75・00％）

S（100・00％）

S（100．00％）

112（66・67％）

P3（100・00％）

2（28・57％）

S（57・14％）

U（85・71％）

P7（100・00％）

計 陶］ 一「「f「il「1至1「丁 4 3 7
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 食道癌患者11例ノ中家族歴二士アリシモノハ

5例デ，ソノ家族三二現レタ癌ハ男子4，女子

3，計7デアル．而シテココヂ一同臓器タル食

道ノ癌ハ2例（即7例昌封シ28．57％）見ラレタ．

男子4例ノ中，胃癌3，食道癌1ヂ，イヅレモ

消化管系癌ヂアル．

 女子3例ハ胃癌1，食道癌靱肝臓癌1ヂィ

ヅレモ浩化器系統癌ヂアル．男女合セテ7例ノ

     第1表。

癌ノ中4例（57．14％）ガ胃癌デアツテ，食道癌

ハ2例（28．57％）デアル．

 北極氏ノ統計デハ，食道癌患者209例申遺傅

牛乳係二於テ食道癌ヲ見タ串間8例，同系臓器

癌ヲ見吟興ハ12例ヂ，就中食道癌患者ノ尊族或

ハ同胞二胃癌＝・Mvル者が最多イト云フ事ハ余

等ノ場合ト同ジデアル．

男子胃癌患者177例ノ家族歴二於ケル癌ノ獲生歌況（調査轍394例）

血 縁 父方 母方 同胞 子供 伯 伯 從 從

癌 別
父 母 一組組父母

租i遠
u【母

男1姻女
｝ 一

叔父 叔母 兄弟 姉妹 男 女 計

舌     癌 ユ 1 1 1 2（0・77％）

食  道  癌 4 2 1 1 1 6（4・OO％） 3（2・75％） 9（3．47％）

胃    癌 48 24 6 3 3 5 30 15 2 2513 11 6 125（83・33％） 66（60・55％） 191（73・75％）

腸    窟 1 1 2 1 1 1 5（3・33％） 2（1・83％） 7（2・70％）

消化管系癌
ﾌ  臓  癌

53

Q

27

Q

6 3 3 5 33

P

17

R

2 2714 13

R

6 137（91・33％）

V（4・67％）

72（66・06％）

T（4・59％）

209（80・69％）

P2（4・63％）

膵  臓  癌 1 1 1

謄  道  癌 1 1 1

消化腺虹

@該附此此癌
2 2 1 3 1 1 4 8（5・33％） 6（5・50％） 14（5・41％）

浦化器系統溝

? 顎  癌

55 29 6 31 3 5 34 20
m

2 2815
@1

17 6 145（96・67％） 78（71・56％）

P

223（86・10％）

@1
腎  臓  癌 1 1 1

子  宮  癌 6 2 9 辱 1 21（19・27％） 21（8・11％）

乳    癌
ユ 1 2（1・83％） 2（0・77％）

皮  膚  癌 1 1 1

場所不明ノ癌 2 1 1 3 1 11 4 6    ’P0

計
55371714囹7［35【33［21 i29｛2・11918

1150 109 259

第1表d 女子胃癌患者53例ノ家族駆二於ケル癌ノ三生状況 （調査撤124例）
＼血縁  ＼癌別＼ 1父

母麟難
［父方母方 同胞一

M
 Fq供一

]
1伯

f父

「伯叔母

從兄弟 從姉妹

男 女 計

舌     癌 1 1 1

食  道  癌 1 1 2 3（7・32％）   ，P 4（5・80％）

胃    癌 11 6 2 9 4 1 9 1 2 2 32（78・05％） 15（53・57％） 47（68・12％）

腸    癌 1 1 2（4．88％） 2（2・90％）

消化管系癌 13 7 2 9 4 1 10 1 5 2 38（92・68％） 16（57・14％） 54（78・26％）

肝  臓  癌 1 1 1 2（4・88％） 1 3（4・35％）

消化器系統癌 14 7 2 9 5 1 11 1 5 2 40（97・56％） 17（60・71％） 57（82・61％）

子  宮  癌 4 2 1 7（25・00％） 7（10・14％）

乳     癌 1 1 1

皮  膚  癌 1 1 1

場所不明ノ癌 1 1 1 1 2 3

計 ・4
P・2 131 1 gレ・12剛513 41 28 69
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血1表e 胃継者23・例（6 1779 53）嫁鰹嶺ケル癌磯生櫨（調査en・5・8eS」）

倣 縁 父方 母方 同胞 子供 伯 伯 從 從

癌 別
父 母 一租粗

父t母
一難 一男1女 一男【女

叔父 叔母 兄弟 姉妹 男 女 計

舌    癌 1 1 1 2（1・05％） 1     b
R（0・91％）

食  道  癌 4 3 1 2 1 2 9（4・71％） 4（2・92％） 13（3・96％）

胃    癌 59 30 6 5 3 5 39 19 3 34 14 13 8     戸P57（82・209の 81（59・12％） 238（72・56％）

腸    癌 2 1 2 1 1 2 7（a．66％） 2（L46％） 9（2・74％）

消化管系癌 66 34 6 5 3 5 42 21 3 37 15 18 8 175（91・62％） 88（64・23％） 263（80・18％）

肝  臓  癌 3 2 1 4 2 3 9（4・71％） 6（4・38％） 15（4．57％）

膵  臓  癌 1 1 ユ

謄  道  癌 1 1 1

消化腺虹
@該附島器癌

3 2 1 4 2 1 4 10（5・24％） 7（5・11％） 17（5・18％）

消化器系統癌 69 36 6 5 3 5 43 25 3 39 16 22 8 185（96。86％） 95（69・34％） 280（85・37％）

上  顎  癌 ユ 1 1

腎  臓  癌 1 1 1

子  宮  癌 10 2 11 1 3 1 28（20・44％） 28（8・54％）

乳     外

皮  膚  癌    1

場所不明ノ癌  31

11 11

11 3

 1

 1
2i 111 2H 5

3〈 2．190／，）1 3（ e．91e／，＞

2（ 1．46％）1 2t（ O．610／e）

8 113
計

69｝491717i 317陣・i 3」 214i12・｝241U 19・
137 328

 胃癌患者，男子394例，女子124例，計518例

中家族歴二癌アルモノハ230例ヂアツテ，此等

ノ家族歴二現レタ癌ハ，男子191，女子137，計

328ヂアル．ソノ中胃癌ハ男子女子ヲ合シテ238

例（72・56％）デ罵倒的多数ヲ占メル．町田男子

ダケヲ見ルト，191例中157例EP 82．20％ガ胃癌

ヂアル．女子二二テモ，137例中81例即59．12％

ヲ胃癌が占メル．叉子宮癌ハ女子ノ癌137例中

28例自P20・44％デ第2位ニアル．叉乳癌ハ3例

デアツテ女子ノ癌137例中2・ 1 9％ヲ罫引ル．ソ

ノ他肝臓癌が男女一再テ15例（328例二謝シテ

4・57％），食道癌13例，腸癌9例，舌癌3例等

アルガ，此等ノ同系臓器癌ハ同臓器クル胃癌ニ

ハ比スベクモナイ．叉消化器系統以外ノ癌デハ

腎臓癌1例ヲ男子＝見タ．女子二於テハ消化器

系統以外ノ癌ハ，子宮癌及乳癌ヲ除ケバ上顎癌

1，皮膚癌2二過ギナイ．

 山極氏ノ統計ヂハ，胃癌患者2205例申ノ奪族

叉ハ同胞a胃癌ヲ認メシモノハ201例（9．12％），

同系臓器ノ癌ヲ認メシモノハ48例（2．18％），準

同系臓器ノ癌ヲ認メシモノハ1例トナツテ居

り，ヤハリ胃癌ノ絶封多藪ナルコトヲ示シテ居

ル．三宅氏二面レバ1495例ノ胃癌患者中，頑．父

母，爾親，同胞，伯叔父母二癌ガァツテ死亡セ

ルモノハ238例ヂアリ，ソノ中胃癌二依ルモノ

ハ182例ヂァツタ．ソノ他，荒川，堺田，久留，

加藤，各務二等ノ報告昌ミルモ，胃癌患者ノ家

族歴＝現レル癌ノ中，胃癌が大多歎ヲ占メルコ

トヲ知ル．
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入類昌於ケル遣傳ノ研究 163

第；1表f 男子腸癌患者17例ノ家族歴二於ケル癌ノ獲生歌況（調査歎64例）

父方 一方 同胞 子供  血 縁

?別
父 母

租1租

ヵ
三組
ヵ

男1女鰍

伯叔父 伯叔母 從兄弟 從姉妹

男 女 計

舌    躍

H  道  癌

ﾝ     癌

ｰ    癌

ﾁ化管系癌
ﾁ化器系統電
q  宮  癌

?    癌

16188

11

222 2133

13155

111 222

111

2（10．00％）

P5（75・00％）

R（15．00％）

Q0（100・00％）

Q0（100・00％）

@  『

111

     1

@   2（8・33％）
@   16（66・67％）

@   3（12・50％）
Glll：號儲：：；舞1、  1、    1

・  計 81212月目3田5 ・121・
20 4 24

第1表9  女子腸癌患者13例ノ家族歴二於ケル癌ノ誕生歯応 （調査数33例）

血 縁 父方 母方 同胞 子供 伯 伯 從 從

癌 別 1
父母

難魏賄
男1女

叔父 叔母 兄弟 姉妹 男 女 計

舌     癌 ユ 1 1 2（16．67％） 1 3（17・65％）

胃     癌 5 1 1 1 7（58・33％） 1 8（47・06％）

腸    癌 1 1． 1

消化管系癌 7 1 1 1 1 1 10（83．33％） 2（40・00％） 12（70・59％）

肝  臓  癌 1 1 1

塩化器系統癌 8 1 1 1 1 1 11（9L67％） 2（40・00％） 13（76・47％）

膀  胱  癌 1 1 ユ

子  宮  癌 1 1 1

乳     癌 1 1 1

場所不明ノ癌 1 1 1

一 一 一 一 ｝    一 山

’計 9121 1 111 111 ［・1・1 1・
1 12 5 17

第1表h 丁丁者3・例（6 179 13）ノ藁薦一於ケル癌磯生糠（調醜97例）

血 縁 父方 母方 同胞
子供1伯

伯 從 從
1

直り別

父1母 i

難難賄
男1女 1

叔父 叔母 兄弟 姉妹 男 女 計

舌     癌 1 1 1 1 2（6・25％） 2（22・22％） 4（9・76％）

食  道  癌 1 1 2（6・25％） 2（4・88％）

胃     癌 111 1 2 1 2 1 3 1 2 22（68・75％） 2（22・22％） 24（58・54％）

腸     癌 2 1 1 4（12．50％） 4（9・76％）

湘化管系癌 15 1 2 1 4 1 5 2 2 1 30（93・75％） 4（44・44％） 34（82・93％）

肝  臓  癌 1 1 1

浦化器系統癌 16 1 2 1 4 1 5 2 2 1 31（96．88％） 4（44・44％） 35（85・3ア％）

膀  胱  癌 1 1 1

子  宮  癌 1 1 2（22・22％） 2（4・88％）

乳    癌 1 1 2（22．22％） 2（4・88％）

場所不明ノ癌 1 1 1

計
・714 21一    一  一  一   一

@回 14 ｝
＿  ＿    一   一   一

E国51212【2 32 9 41
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 腸癌患者97例中家族歴二君アリシモノハ30例

デ，ソレラノ癌ハ男子32，女子9，計41ヂア

ル．而シテ同臓器タル腸ノ癌ハ男子＝ノミ4例

アル．帥男子ノ癌32例中12．50％F，男女合セテ

41例幣9．76％ヂアル．胃癌が男女合セテ24例

（58．54％）ヂ過戸数ヲ占メルコトハ舌癌，食道

癌患者ノ家族歴二於ケルト同襟デアルが胃癌患

者ノ家族高聞於ケル程多クハナイ．

 男子ノミノ胃癌ハ22例デ32一中68．75％デア

ル．消化器系統以外ノ癌トシテハ女子二於ケル

膀胱癌1，子宮癌2，乳癌2ヂアツテ，女子二

於テハ胃癌モ2例（22．22％）シカ見ラ1／ナカツ

久ゾノ他男女合字テ舌癌4例（9・76％），食道

癌2例（4．88％）モ割合多イ．

 山極帯ノ統計ヲ見ルニ，直腸以外ノ大小腸癌

83例中同臓器間遺四川皆無デ，同系臓器間遺傳

ハ10例アツテ殆ド胃癌及食道癌デアル．同ジク

同氏ノ直腸癌患者435例中，同筆野間遺傳ハ僅

カニ3例ヂ，同系臓器間門傳ハ21例アツテ全部

が胃癌ト食道癌デアル．叉近接臓器闇遺傳ヲ8

例認メテ居ル．要スルニ腸癌患者ノ家族歴二於

テハ同臓器タル腸ノ癌ヨリモ浩化管ノ他ノ部分

二現レル癌ノ方が多ク，就中胃癌が大引敷ヲ占

メルコトガ分ル．

第1表i 副管綿羽27例塁211）嫁族伝心ケ癌磯生ill・St・ZPL（調査数643例）

 ．血 縁

?別

父方

一一｝

母方
d魍 」

ヵ

同胞

j！女1

子僕f白 伯叔母

1從
 三
Z随一妹 男 女

1  計

』 7    ｝   一    ｝   冒

舌     癌 2 1 1 1 1 1 4（1・72％） 3（1・94％） 7（1・80％）

食  道  癌 7 3
狂

1 3 1 2 13（5・58％） 5（3・23％） 18（4・64％）

胃     癌

ｰ     癌

ﾁ化管系癌

73
S86

33
P37

99 55 44 55 43

R

 19

@1
S822

44 39
Q44

16

P8

15

Q20

89 187（80・26％）

P1（4・72％）

Q15（92・27％）

86（55・48％）～瓢：；1：iliill

肝  臓  癌 4 3 1 1 4 2 3 10（4・29％） 8（5．16％）ロ8（姻％）

膵  臓  癌 1 1 1

謄  道  癌 1 1 1

消化腺蚊

@二三屡二三
4 3 1 1 4 2 1 4 11（4・72％）

塑

9（5・81％）120（5・15％）

二化器系統癌 90 40 9 5 4 6 4926 4 46 19 24 9 226（97・00％） 105（67．74％）1331（85．3196）

上  顎  癌 1 1 1 3（1・94％） 3（0．77％）

腎  臆  癌 1 1 1

膀  胱  癌 1 1 1

子  宮  癌 11 2 11 3 3 1 31（20・00％） 31（7・叩％）

乳     癌 1 1 1 1 1 5〔3・23％） 5（1・29％）

皮  膚  癌 1 1 2（1・29％） 2（0・52％）

場所不明ノ癌 1 3 1 1 3 2 1 2 6 8 14

計
9・5711・714815・1421414i娼24126113 233 155 388

 時日以上ノ例ヲ全部総括シテ王化管系癌患者

ノ家族歴トシテ眺メル時ハ，調査tw 643例中家

族歴昌癌アリシモノハ274例デ，此等ノ家族歴

＝現レタ癌ハ男子233，女子155，計388デァ

ル．ソノ中最：多イモノが胃癌デアツテ，男子

187例（男子ノ癌233例二封シ80．26％），女子86

例（女子ノ癌155例二封シ55．48％），男女合シテ

273例（70．36％）ヂアル（尤モ調査数目於テモ胃

癌ノ稜端者が最多ク含マレテヰル）．肝臓癌ハ

男女合セテ18例（EP388例二封シ4．64％）モ割合

多イ．調査野中ニハ，食道癌患者ハ舌癌，腸癌

ノ患者ヨリモ少イ＝拘ラズ，家族歴中ヂハ食道

癌ハ舌癌，腸癌ヲ凌駕シテヰル．男子ノ癌233

例中215例（92．27％），女子ノ癌155例中96例

［IM］
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（61．94％），男女合シテ388難中311例（80．15％）マ

デが消化管系癌デアル．又家族歴二於ケル女子

ノ癌ノミヲ見ルト155例中子宮癌ハ31例即20％，

孚L癌ハ5例邸3。23％，胃癌ハ86例帥55．48％ト

ナツテヰル．女子ノ子宮癌，乳癌ヲ除ケバ，浩

化器系統以外ノ癌快男子腎臓癌1，：女子上顎癌

3，膀胱癌1，皮膚癌2等極メテ少数二週ギナ

ノf。    ，

第1表j 肝闇汁9例（鋤四月一口ケル癌手生櫨（押回・4例）

一
父方 母方1同胞 子供  血 縁

?別
父 母

魏劇職一辣

伯叔父 伯叔母 從姉妹

男 女 計

食  道  癌

ﾝ     癌

ﾁ化管骨癌
ﾌ  臓  癌

ﾁ化器系統癌
q  宮  癌
齒兜s明ノ癌      i

11ユ

12331

1

111

ユ

13（50・00％）

S（66・67％）

S（66・67％）

P1

14（40・00％）

T（50・00％）

P6（60・00％）

P3

計 2；・日ユHH1田1H1日 4 6 10

 肝臓癌患者14例中家二面二八アリシモノハ9

例ヂ此等ノ家族歴二見ラレタ溶融，男子4，女

子6，計10ヂアル．ソノ中肝臓癌ハ1例デア

ル．男女合セテ胃癌ガ4例（40％），食道癌ガ1

例デアル．

 山面面ノ統計ヂハ肝臓癌患者285例中，同臓

器間遺影例ハ1例，同系臓器間ノ夫レハ16例ヂ

アツテ，Ai ＝於テモ同臓器問ヨリモ同系ノ胃乃

至食道聞ノ歯面が多イコトニナツテ居ル．

第1表k 靴搬該隅縮賭12例（＄ ’1）ノ家罐二於ケル癌・， itLli fVl況（調醐29例）

血 縁 父方 母方 同胞 子供 伯 伯 從 從

癌 別
父 母

難組紺
モP母

男1女賄
叔父 叔骨 兄弟 姉妹 男 女 計

食  道  癌 1 1 1

胃     癌 1 2 1 2 1 3（50・00％） 4（57・14％） 7（53・85％）

消化管系癌 1 3 1 2 1 3（50・OO％） 5（71・43％） 8（61・54％）

肝  臓  癌 11 1 1

消化器系統癌 2 3 1 2 ♂ 1 4（66・67％） 5（7ユ・43％） 9（69．23％）

子  宮  癌
ユ 1 1

場所不明ノ癌 1 1 1 2 1 3

計
3」41

園 1 121 1 1 同 6 7 13

 肝臓癌患者ノ家族博引加フル＝，耳下腺癌，

膵臓癌，劇道癌等ノ患者ノ家族歴ヲ以テシテ，

ココニ漕化腺拉該附属器癌患者ノ家族歴トシテ

ー括スレバ，調査数29例中，家族歴鳥癌アリシ

モノハ12例ヂアル．而シテ此等ノ家族歴二現レ

タ癌ハ，肝臓癌患者ノ家族歴昌於ケルモノ＝胃

癌3例ヲ増シタ一過ギナイ．
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第1表1 靴器系一儲286例（221S）ノ家族膣於ケ嚥壌蝋況（調鰍672例）

血 縁 父方 母方 同胞 子供 伯 伯 從 從

癌 別

i父｝母

租1組
モ鴛 魏鰍 男1女 叔 叔

モP母

兄弟 姉妹 男 女 計

舌     癌 2 1 1 1 1 1 4（1・67％） 3（1・85％） 7（1・75％）

食  道  癌 7 4 1 1 3 1 2 13（5・44％） 6（3・70％） 19（4・74％）

胃     癌

ｰ    癌

74

S

35

P

9 5 『5 4321
31・

4 39

Q

16 16

Q

8 190（79・50％）

P1（4・60％）

90（55・56％）

Q（1・23％）

280（69・83％）

P3（3．24％）

消化管系癌 87 40 9 5 55 4824 4 44 18 21 9 218（91・21％） 101（62・35％） 319（79．55％）

肝  臓  癌 5 3 1 ユ 4 2 3 11（4．60％） 8（4・94％） 19（4・74％）

膵  臓  癌 1 1 1

謄  道  癌 1 1 1

浦化腺蚊
@該附麗器藤
ｺ化器系統癌

592 343

9 5 51

11
U4928 4

246 119 425

9

12（5・02％）

Q30（96．23％）

9（5・56％）

P10（67・90％）

21（5・24％）

R40（84・79％）

上  顎  癌 1 1 1 3（1・85％） 3（0・75％）

腎  臓  癌 1 1 1

膀  胱  癌 1 1 1

子  宮  癌 11 1 2 11 3 3 1 32（19・75％） 32（7・98％）

乳     癌 1 1 1 1 1 5（3・09％） 5（1・25％）

皮  膚  癌 1 1 2（1・23％） 2（0・50％）

場所不明ノ癌 2 4i 11 1 3 3 1 2 8 9 17
5

『
計

194i6111・｝81518陣14』4149124127113、239 ｝162
401

 以上ノ各癌患者ノ家族歴ヲ引括シテ，所化器

系統癌患者ノ家族歴トシテ見ルコトが出汁ル．

巨P調査数672例中家蝋引二癌アリシモノハ286例

デ，此等ノ家族歴二極レタ癌ハ男子239，女子

162，計401デアル．ソノ申胃癌ハ最多ク，男女

合セテ280例自P401例中69．83％ヲ占メル．襲端

者中ヂハ食道癌患者及肝臓癌患者ハ舌癌患者，

腸癌患者ヨリ少イガ此等家族歴二現レタ癌ノ中

デハ食道癌及肝臓癌ハ爾方トモ19例（4．74％）ヂ

舌癌，腸癌ヨリモ多イ．女子二見ラレタ162例

ノ癌ノ中，子宮癌ハ32例デ19．75％，乳癌ハ5例

デ3・09％ヲ占メ，胃癌ハ90例デ55．56％トナツテ

居ル．女子＝於ケル子宮癌ト乳癌ヲ除ケパ，浩

化器系統以外ノ癌ヂ特昌目；立ツモノハナイ．

第1表m  癌性腹膜炎患者2例ノ家族十二於ケル癌ノ嚢生歌況 （調査数5例）

  血 縁

?別

 1父母 1 父方廟一1一一租田租阻父1母父母

塵男i女
子供！伯『

j1女
叔父

伯

舞｛錬
從從

1  男

女 計

食  道  癌

ﾝ     癌 1

1 11
P1

11

計
1・1 1・l l口田  11 ll 12 12

癌性腹膜炎ノ患者5例中，2例二於テ家族歴

昌癌が見ラvタガ，ソレハ食道癌ト胃癌が各1

例ヂァツタ．
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第檀表n 男子呼吸器蚊下下麗下下患者’12例ノ家族歴島於ケル癌ノ丁丁丁丁（調査藪3綱り

血 縁 父：方 母方 同胞 子供 伯 伯 從 從

癌 別
父 母 一難魏躍｝畢 叔 叔

モP母

兄弟 姉妹 男 女 計

舌    癌 1 1 1

胃    癌 3 1 1 3 2 6（66・67％） 4（57・14％） 10（62・50％）

消化管系癌 4 1 1 3 2 7（77・78％） 4（57・14％） 11（68・75％）

肝  臓  癌 1 1 ユ

浦化器系統癌 5 1 1 3 2 8（88．89％） 一4（57・14％） エ2（75．00％）

喉  頭  癌 1 1 1

子  宮  癌 2 2（28・57％） 2（12・50％）

乳     癌 1 1 1

計
5121 1 1・1314［ 1 1 111

9 7 ユ6

第1表。 女子呼吸器蛇該附麗器癌患者4例ノ家族歴二於ケル癌ノ獲生欺況 （調査数10例）

血縁 父方母方 同胞
子供1伯

伯 從
從1

癌 別
父 母 一日租

メp母

一十租

ヵ

一男i女 男1女
叔父 叔母 兄弟 姉妹 男 女 計

一

食道倒 1 1 1

胃  剛
1 1 1 2（66・67％） 1 3（50・00％）

消化管系癌 1 1 1 1 2（66・67％） 2（（鶏67％） 4（66・67％）

消化器系統廟 1 1 1 1
o

2（66・67％） 2（66・67％） 4（66・67％）

咽  頭  癌 1 1 1

子  宮  癌 11 1 1

計 1 2・1 に［ 1i 11 1 11i 目 3 3 6

第1表P 暇雛該附麟縮者16例（6 1294）ノ家纏二於ケル癌壌生糖（継轍47例）

＼血縁 父方 母方 同蹄供伯 伯 從 從

癌別＼
父 母 一十組

モ鴛
租組
ヵ

男1羽十
叔 二三 兄弟 姉妹 男 計

1

舌    癌 1 1 1 1

食  道  癌 1 1 1

胃    癌 4 1 1 1 3 2 1 8（66．67％） 5（50・OO％） 13（59・09％）

消化管系癌 5 2 1 1 3 2 1 9（75・00％） 6（60・00％） 15（68・18％）

肝  臓  癌 1 11 1

消化器系統癌 6 2 1 1 3 2 1 10（83・33％） 6（60・00％） ｝16（72・73％）

咽  頭  癌 1 1 1

喉  頭  癌 1 1 1

呼吸系統癌 1 2（16・67％） 2（9・09％）

子  宮  癌 3 3（30・00％） 3（13・（辺％）

乳    癌 1 1 1 1

■

計 ｝ 7i3 1 ｝ユ351 1 1 回 卜｝12
10 122

【脆7】
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 呼吸器及該附言六二47例中16例昌於テソノ家

族歴二癌ヲ認メ，ソノ数ハ男子12，女子10，計

22ヂアツタ．此等ノ癌ノ中，呼吸器系統ノ癌ハ

2例ヂ共＝男子二見ラレタ．帥男子ノ癌12例＝

樹シテハ16．67％，男女合セテ22例冊封シテハ

9．09％トナル．之ハ胃癌及子宮癌＝ハ及バナイ

ガ，同臓器癌トシテ可ナリ著シイ．女子；於ケ

ル10例ノ癌ノ中，胃癌ガ5，子宮癌ガ3デ此爾

者ハヤハリ最多イ．男子ノ癌12例ノ中8例が胃

癌デ66．67％ヲ占メル．

第1表q 膀胱癌患者2例ノ家族歴二於ケル癌ノ獲生歌況（調査en 8例）

＼＼些縁

熾?_

1父
父方母方 同胞

子供1伯

母

難魏瞳 男i女
叔父

伯叔母 蕪鰭

男 女 計

食  道  二

?   癌

11

1

11

1

12

計
｛21

田田・ 口 口 2 1 3

膀胱癌患者8例中2十二十テソノ家族歴二癌ヲ見，胃癌2ト食道癌1デアツタ．

第1表r 麟捌ノ家鰹二於ケル癌磯鰍況（調醜23例）
画趣軒供1伯一   一   一 從：

o1
＼、血縁
歯ﾊ＼     ＼

父 母

塑白片

魏男1瑚女
叔父

伯叔母 從兄弟

男 女 計

胃     二

q  宮  癌

?   癌 1

1 2 1

1…1

4
11

411

計
11｝11

｝ ｝20m1 4 2 6

              へ 陰董癌19例，睾丸癌2例，牛頭腺癌1例，尿道

癌1例，計23例中，陰董癌3例及尿道癌1例ノ’家

族歴二於テ癌6例ヲ見タガ，ソレハ男子二胃癌

4例，女子＝子宮癌及乳癌が各1例デアツク．

第1表s 子宮癌患者83例ノ家族歴二於ケル癌ノ稜生状況（調査数211例）

血縁 母方 同胞 子供 伯 伯 從 從

癌 別
父 母

鷹1襲灘

租阻父輝 男［女

鰍
叔父 叔母 兄弟 姉妹 男 女 計

一
食  道  癌 1 1 1 2（4・26％） 2（2．06％）

胃     癌 19 91 1 1 2 9 3 1 4 5 4 39（82・98％） 20（40・00％） 59（60・83％）

腸     癌 1 1 1 1 3（6・38％） 3（3．09％）

消化管系癌 21 91 1 2 2 10 3 2 4 5 4 44（93・62％） 20（40・00％） 64（65・98％）

肝  臓  癌 1 1 1

膵  臓  癌 1 1 1

消化腺虹
@該附麗器癌

1 1 1 1 2（2・06％）

消化器系統癌 21 9 1 1 2 2 10 3 2 4 6 5 45（95・74％） 21（42・00％） 66（68・04％）

子  宮  癌 13 1 7 3 2 26（52・00％） 26（26．80％）

乳     癌 2 2（4・OO％） 2（2・06％）

皮  膚  癌 1 1 1

場所不明ノ癌 1 1 1 1 2

計
2223・同213・・ ・2121 15［9【512 47 50 97
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 子宮癌患者211例中家族歴二野ヲ見事モノハ

83例ヂアツテ，其等ノ堅剛男子47，女子50，計

97例デアルガ，女子ノ獲愚者が男子ヨリモ多イ

コトハ注目スペキヂアル．女子ノ癌50例申子宮

癌ハ26例（52％）ヲ早撃ル．女子ノ胃癌ハ20例

（印女子ノ癌中40％）デアツテ，敏ヂハ同臓器癌

が最：多ク見ラレルノモ注目スベキヂアル．又乳

癌ガ2例（4％）アツタ．男子ノ癌47例中，胃癌

ガ39例（82．98％）ヂ紹封多数ヂアリ，腸癌3例

（6・38％），食道癌，2例（4・26％）デアル．

 山亭氏ノ統計ヂハ子宮癌患者229例中，ソノ

春窮或ハ同胞申二子宮癌ヲ見タモノハ僅力＝1

例ヂ，卵集癌ヲ見タモノガ1例，乳癌ガ2例ト

ナツテ居り，同臓器癌が甚少イノハ，恐ラク調

査材料ノ不備昌依ルモノヂアラウ．西川氏ハ

874例ノ子宮癌患者ノ父d於テ胃癌18例，食道

癌3例，母n於テ胃癌9例，乳癌3例，子宮癌

50例ヲ認メタ．

第1表t 男子乳癌患者3例ノ家族一二三ケル癌ノ稜生歌況（調査tw 8例）

  血 縁

?別
父

母瀧t父t母   1 謎男1女
伯叔父 伯叔母 從兄弟 從姉妹

男 女 6計

胃     癌

?    癌

? 膚  癌

11

1

11

1

111

計 2目口細・目田1 2 1 3

男子乳癌患者8例ノ中，家族歴二癌ヲ出汁モ

ノハ3例アツテ，ソノ中デ同胞ノ女子二乳癌1

例ヲ見タ．叉胃癌1例ト皮膚癌1例が父二於テ

見ラレタ． ・

第1表u 女子乳癌患者27例ノ家族歴二於ケル癌ノ襲生1伏況 （調査tw go例）

父方 母：方一

甘酢  血1縁

?別
租組
ヵ

租鳳
モP母

塵鰍

lll i
男 女 計

食  道： 二

O     癌

ｰ    癌

ﾁ化管系癌
ﾌ  臓  癌

ﾁ化器系統癌
q  宮  癌

?   癌

父母

?｝
P6272 173 1

一   － 一

?P1

11工1

111

1

12144

41

311
P3i 131F

222

2エ

2（・L・・％）1

P5（83・33％）

P18（100・OO％）

P8（100・00％）

3（17・65％）

P4（23・53％）

P5（29・41％）

V（41．18％）

T（29・41％）

2（5・71％）

P8（51・43％）

Q（5・71％）

Q2〔62・86％）

P23（65・71％）

V（20・00％）

T（14・29％）1

計 7・1・12i・1・45田321213 18 17 35

 女子乳癌患者90例中家胡弓申二癌ヲ見タモノ

ハ27例ヂ，此等ノ癌ハ男子18例，女子17例，計

35例デアツテ，女子護癌者歎が比較的多ク男子

ト略同数デアル，ソノ中乳癌ハ5例デアツテ，

女子ノミニ見ラレ，女子；見ラレタ17例ノ癌ノ

中29．41％ヲ占メル．之ハ子宮癌7例（17例中

41．18％）ニハ及バナイガ，女子＝現レタ胃癌

（3例帥17例二封シテ17．65％〉ヲ凌駕スルノデ

アツテ，子宮癌患者ノ家族歴昌於ケル女子ノ癌

中子宮癌が胃癌ヨリモ多イ以外nハ見ラレナヵ

ツタコトデアル，

 叉子宮癌7例（女子ノ癌17例申41．18％）モ亦
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甚多イトセネバナラヌ．

 山骨既ハ乳癌ト子宮癌ヲバ準同系臓器癌トシ

テ扱ヒ，同一家系二平野ガー緒昌現レル時ニハ

 ソノ遺傳性ヲ否定v’ナカツタ．男子＝於ケル18

t例ノ癌ノ中15例（83．33％）マデが胃癌デアツテ，

 ヤハリ繕封多出ヲ占メル．

第1表v
一儲3・例（6 g・9 27）ノ撚七三ケル癌ノXtkltkM（縫藪98例）

血 縁 父方 母方 同胞 子供 伯 伯 從 從

一癌 別
父母 墾羅 一睡賄一思

叔父 叔母 兄弟 姉妹 男 女 丁

丁  道  癌 1 1 2（10．00％） 2（5・26％）

胃    癌 7 2 1 1 2 3 1 16（80・00％） 3（16・67％） 19（50・OO％）

腸    癌 1 1 1 1 2（5・26％）
尋

消化管系癌 8 2 1 1 1 4 3 1 19（95・00％） 4（22・22％） 23（60・53％）

肝  臓  癌 1 1 1

消化器系統癌 8 3 1 1 工 4 3 1 19（95・00％） 5（27・78％） 24（63・16％）

子  宮  癌 1 4 2 7（38・89％） 7（18・42％）

乳    癌 1 1 2 1 1 6（33・33％） 6（15・79％）

皮  膚  癌 1 1 1

計 g幽21・1・囚61 113国23 20 18 38

以上ノ男子乳癌患者及女子乳癌患者ノ家族歴

ヲ纒メテ観察スルコトが出歯ルガ，大照女子乳

癌患者ノ家族歴ノ場合ト同様ヂアル．

第1表w 隔離及白縮都南（鋤函南嶺ケ函南獄況（調査激25例）

父王方 同胞 子供   血 骨

?別
父 母

難魏蹄
男【女

伯叔父 伯叔母 從兄弟 從姉妹

男 女 計

胃    甲

q  宮  癌

1 1 1

1

1 3 11 41

計 1図・目目田 ll・ 3 2 5

 皮膚癌及口唇癌患者25例中4例ノ家族歴二於

テ，合計5例ノ癌ヲ見タ．ソノ中ヂ，皮膚癌或

ハロ唇癌ハ1例モナク，男子二胃癌3例，女子

＝胃癌1例，子宮癌1例ヂアツタ．

 第2節 各種癌患者ノ家族歴二二ケル総獲

 癌者婁虻二肇寸スノレ各種癌患者婁女ノ，とヒノ上ヒ較

 第1表各號s於ケル各種癌患者ノ家族歴中ノ

総群肝者聞及之ヲ男子ト女子二字分シタル三歎

二封スル各種癌患者数ノ百分奉ヲ纒メテ表示ス

レ’バ第2表ヲ得ル．第2表二於テハ，家族歴＝

於ケル総獲癌者歎二封スル個々ノ癌腫ノ患者数

ノ比ヲ，癌ノ種類ヲ異観スル嚢端者群ノ聞デ比

較スルノが目的デアル．

 舌癌

 舌癌ハ余等ノ調査セル全部ノ家族歴ノ中二8

例アツタガ，舌癌患者ノ家族二丁ニハ1例モ見

ラレナカツタ．腸癌患者ノ家族歴中＝4例ノ舌

癌が見ラレ，ソノ家族歴中ノ総穫癌者数41昌封

シテ9．76％トナリ，胃癌患者ノ家族歴二於ケル

舌癌3例即家族掌中ノ総嚢癌者敏二封シテ0．91

％二比シ懸隔が著シイガ，恐ラク実数ノ少イ爲

二起ル差デアラウ．
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 食道癌

 食道癌ハ余等ノ調査シタ全家族歴中印26例ア

ツテ，陰干癌及尿道癌，皮膚癌及口唇癌ノ家族

歴ニハミラレナカツタガ，ソノ他ノ大抵ノ家族

歴二亘ツテ廣ク分布シテ居ル．而シテ獲端者ノ

癌種別家族歴中ノ総州導者撒二胡スル割合ヲ見

ルニ，當ノ食道癌患者ノ家族雪中ヂハ28．57％

（2例）ヂ第1位昌在ル．胃癌患者ノ家族歴中ノ

3・96％（13例），腸癌患者ノ家族下中ノ4．88字置2

例），子宮癌患者ノ家族門中ノ2．06％（2例）1

乳癌患者ノ家族歴中ノ5．26％（2例）等トノ間二

相當ノ懸隔ヲ示シテハヰルガ，更昌多門ノ例ニ

ツイテ試ミルベキデアル．

 胃癌

 胃癌二於テハ男子ト女子＝於テ可ナリソノ頻

度ヲ異ニスル爲，各家族歴二四レタ胃癌ヲバ，

男子，女子及ソノ合計ノ三者二分ケテ四隅シタ

イ．

 男子胃癌

 余丁ノ調査セル全家族歴i二於テ男子ノ胃癌ハ

262例アツテ，ソレハ調査セル全種類ノ癌患者

ノ家族歴昌亘ツテ存シタ．而シテ焚端者ノ癌腫

別家族歴中ノ男子総評癌者数二封スル此等男子

胃癌敏ノ比ハ舌癌』患者ノ家族歴中ヂハ83．33％

（6例中5例），食道癌患者ノ家族門中デハ75％

（4例ホ3例），胃癌患者ノ家族歴中ヂハ82．20

％（191例中157例），腸癌患者ノ家族歴中デハ

68・75％（32例中22例），消化腺蚊回附驕器癌患

者ノ家族歴中デハ50％（6例中3例），呼吸器及

弾指驕器癌患者ノ家族野中デハ66．67％（12例中

8例），平町一号尿道癌患者ノ家族一中ヂハ4

例申4例，子宮癌患者ノ家族野中ヂハ82．98％

（47例中39例），乳癌患者ノ家族野中デハ80％

（20町中16例），皮膚癌及口唇癌患者ノ家族歴中

デハ3例中3例等等イヅレモ甚高率ト†ツテ居

ル．胃癌患者ノ家族二二於ケル82．20％ハ腸癌

患者ノ家族歴二四ケル68．75％トハ可ナリ差ガ

ァリ，叉系統ヲ異aスル呼吸器及該附罵器癌患

者ノ家族歴i二於ケル66．67％トハー暦差が大イ，

 然ル＝子宮癌患者ノ家族歴中ノ男子総稜癌者

数昌封スル男子胃癌ノ比内82．98％デアツテ，

却ツテ胃癌患者ノ家族歴＝於ケルヨリモ高率ヂ

アリ，乳癌患者ノ家族歴中デハ80％デアツテ略

胃癌患者ノ家族歴二等ケルトー致シテ居ル．舌

癌患者，帯解癌及尿道癌患者，皮膚癌及口唇癌

患者ノ家族歴二野テモ胃癌患者ノ家族歴二部ケ

ルヨリモ高率ニナルガ，等等ハ序数が飴リ＝少

イ爲，意義ヲ論ジ難イ．  ・

 男子胃癌患者ノ家族歴ノミヲ取上ゲテミルナ

ラバ，ソノ中ノ男子総門癌者数二i封スル男子胃

癌ノ比ハ83．33％トナリ，子宮癌患者，孚L癌患

者ノ家族歴二君ケルモノニ劣ラナイ．

 女子胃癌

 女子ノ胃癌ハ余等ノ調査セル全家族歴中＝

120例アツテ，大底ノ種類ノ癌患者ノ家族歴二

見ラレル．而シテ獲端者ノ癌種別家族馬込於ケ

ル女子ノ総獲覇者敷冊封スル此等女子胃癌数ノ

比ヲ見ル＝，胃癌患者ノ家族歴二於テハ59・12

％（137例中81例）ヂ第1位二在り，次ヂ肝臓癌

患者ノ家族歴二於ケ・ル50％（6例中3例），呼吸

器当該蝉吟器癌患者ノ家族歴二於ケル50％（10

例中5例）ヂアルガ，子宮癌患者ノ家族歴二心

テハ40％（50例中20例）デアツテ胃癌患者ノ家族

耳門於ケル59．12％トハ差が野々著明ヂアル．

四二乳癌患者ノ家族歴二於テハ16・67％（18例中

3例）ヂ胃癌患者ノ家族歴トノ差バー暦大イ・

 男女胃癌

 家族歴二丁レタ胃癌例ヲ男女合シテ観察スル

時ハ，余等ノ調査セシ全家族歴二於テ総計382

例ノ胃癌が見ラレタ．而シテ獲端者ノ癌種別家

族里中ノ男女ノ総半数昌封スル此等胃癌ノ比率

ハ胃癌患者ノ家族歴二於テ最高ク7256％（328

例申238例）ヲ示ス．次デ子宮癌ノ家族歴二於テ

ハ60．83％（97例中59例），呼吸器及該附屡器癌

患者ノ家族歴＝於テハ59．09％（22例申13例）ヲ

示シ，胃癌患者ノ家族歴二割ケルモノヨリ可ナ

リ低イ．更昌腸癌患渚ノ家族歴i＝’於テハ58・54

％（41年中24例），舌癌患者ノ家族歴二於テハ

58．33％（12例中7例），食道癌患者ノ家族歴二

於テハ5Z14％（7例中4例），浩化腺拉該附屡
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第2表 各種癌患者ノ家族歴二丁ケル

副家 消    化口  盤   系    統

消    化    管    系    癌 消化腺拉

  家族歴

J端者

査激

族摩逼≧例

胃    癌 計舌癌 食道癌

3i♀［3＋♀

腸癌

61♀18＋♀

肝臓癌

δ

舌 癌 ・7Pg 1   5
W3．33％

  2
R3・33％

  7
T8．33％

  6
P00・00％

33．31％166．6ラ％ 1

食道癌 回 5   2
Q8・57％

  3
A5・00％

1   4
T7．14％

  4
P00・00％

66謀㌫71％ 1

39・1177  2
O．77％

 9
R．47％

 125
W3・33％

 66
U0・55％

 191
V3．75％

 7
Q・70％

137
X1・33％ 66・06％

72 P2・9  12
S・63％

 8
T・33％

胃癌
δ♀δ＋♀

1  4
T．80％

 32
V8．05％

 15
T3・57％

 47
U8・12％

 2
Q．90％

 38
X2．68％

 16
T7・14％

80．69％『｝ち勾「

V8・26％
 3
S・35％

 2
S・88％

・24153

T18i23・

X713・

 3
O．91％

 13
R．96％

 157
W2・20％

 81
T9．12％

 238
V2．56％：2・74％

にザ 175
X1・62％

 88
U4．23％

 263
W0．ユ8％

 ユ5

S．57％
 10
T．24％

腸 癌  4
X．76％

 2
S．88％

 22
U8．75％

  2
Q2・22％

 241458．54％9．76％   4
S4・44％

 3母 1  ］
W2．93’r  ’

1

計
643127・ 「7

P1・80％

 エ8

S・64％

 187
W0・26％

 86
T5・48％

 273  13
V0・36％13・35％

 30
X3．75％215

X2．27％

   1U、．1建％朧％ 18－
P4．64％14．72％

11

肝臓癌 14P9 1 1   3
T0・00％

  4
S0．00％

1

66・67％

4i5 50．00％   1
i10．00％1

1

計 2912
1   4

T7・14％
  5
V1・43％

  8

UL54％
1 1

計
672｝2駈  7

P・75％

 19
S・74％

  3
T0．00％．「9σ…

V9．50％
 90
T5・56％

  7
T3・85％一  一    一  ㎝ 280

U9．83％
 13
R・24％

  3
T0・00％

?X1．21％
 101
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O家族歴二郎テハスペテ褻端者ヲ含Vナイ．

O家族歴二丁ケル舌癌，食道癌，腸癌，肝臓癌，腎臓癌及膀胱癌，皮膚癌，場所不明ノ癌二丁テハ男女

O家族歴二半ケル乳癌及子宮癌ニアツテハ各家族歴二歩ケル女子赤手癌考敏二封スル比ヲ示シタ（家族

器癌患者ノ家族一二於テハ53．85％（13例中7

例）デアツテ却ツテ他系統ノ子宮癌，呼吸器及

該附麗器癌患者ノ家族歴二丁ケルヨリモ胃癌ヲ

見ル割合が白々少イ．叉乳癌患者ノ家族歴二戸

テ’、50％（38例中19例）ヲ示シタ．カクテ男女ヲ

絡括シテ見ルト，胃癌ハイカナル場合＝モ総癌

中ノ過牛数ヲ占メテ居ル．

、腸癌

 腸癌ハ余丁ノ調査セル全家族歴申昌18例見ラ

レタ．而シテ震端者ノ癌腫別家白白開白ケル癌

総数二封スル此等腸癌ノ比ヲ見ル＝，同臓器タ

ル腸癌患者ノ家族歴二於テ最高ク，9．76％（41
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ヲ合シタ例撒ト，ソレノ各家族内申ノ男女ヲ合yタ絡綾癌者数二封スル比ヲ示スニト“メタ．

三二現レタ乳癌ハスベテ女子デアツタ）．

例中4例）デ乳癌患者ノ家族歴二於ケル5．26％

（38例中2例），子宮癌患者ノ家族一二於ケル

3．09％（97例中3例），胃癌患者ノ家族歴二於ケ

ル2．74％（328例中9例）一等レ・可ナリ差ガアル．

家族歴二腸癌ヲ見タモノハ，以上ノ腸癌，胃

癌，子宮癌及乳癌患者ノ家族歴ノミデァル．

 浩化管系癌

 以上ノ舌癌，食道癌，胃癌及腸癌患者ノ家族
              ニ歴ヲ消化管系癌患者ノ家族歴トシテー括シテ観

察スルコトが出來ル．蝕晒場テモ，男子，女子

及ソノ合計ノ三者二分ケテ齪察シタイ．

 男子浩化管系癌
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 男子消化管系癌ハ余等ノ調査セル家族歴全部

ノ中二301例ミラレ，舌癌及食道癌患者ノ家族

歴二階テハソノ男子癌患者ノ全：部ヲ占メ，胃癌

患者ノ家族三二於テハソノ全男子癌例ノ9L62

％（191例申175例），腸癌患者ノ家族歴中デハソ

ノ全男子癌例ノ93．75％（32例中30例），例熟化管

系癌患者全部ノ家族歴二型テハソノ全男子層理

ノ92．27％（233例中215例），浩化器系統癌患者全

部ノ家族歴二野テハソノ全男子電電ノ91．21％

（239例中218例），子宮癌患者ノ家族平中デハソ

ノ全男子癌呼子ノ93．62％（47例Pt 44例、，乳癌

患者ノ家族歴二於テハソノ全男子癌轡型ノ95％

（20例中19例）ヲ占メ何レ劣ラヌ高率ヂアル．叉

消化腺拉該附驕器癌患者ノ家族不二於テハソノ

全男子癌』箇中男子浩化管系脚下50％（6例中3

例）ヂアリ，呼吸器及該附薦器癌患者ノ家族歴

二於テハソノ全男子癌例中男子消化管系癌ハ75

％（12例中9例）ヂアツテ上述ノ三歎ノ癌種ノ家

族三二於ケルヨリモ低率デアル．男子治化管系

癌ハ各種浩化器癌患者ノ家族歴i二於ケルト同様

二，子宮癌や乳癌患者ノ家族歴二酉テモソノ男

子総稜馴者数口封スル比ハ高ク，此聞二殆ド差

異ガナイ．

 女子浩化管腎癌

 女子浩化管系下押余等ノ調査セル家族歴全部

ノ中二133例アツテ，ソノ護端者ノ癌種別家族

歴中ノ女子総護癌者数二野スル比ヲ見ルニ，食

道癌患者ノ家族野鴨於テ66．67％（3例申2例），

胃癌患者ノ家族四二於テ6423％（137例中88

例），溝化管削回患者全部ノ家族歴二於テハ

61・94％（155例中96例），肝臓癌患者ノ家族歴日

於テハ66・67％（6例中4例），溝化腺堅甲附麗

町勢患者全部ノ家族歴i二世テハ71．43％（7例中

5例），開化器系統癌患者全部ノ家族一二於テハ

62・35％（162例中101例）ヲ示シ大幣昌於テ相州

キ値ヂアリ，呼吸器及該附麗筆癌患者ノ家族歴

二二ケル60％（1（吻中6例）モ此等浩化器癌患者

ノ家族歴ト似タ値ヂアルガ，子宮癌患者ノ家族

一二於ケル40％（50例中20例）及乳癌患者ノ家族

歴二於ケル22．22％（18例申4例）ハ以上ノ消化

器癌患者ノ家族歴ト比較シテ明力昌低率ヲ示シ

テ居ル．叉舌癌患者ノ家族歴二於ケル33・33％

（6例中2例）及腸癌患者ノ家族歴二於ケル44・44

年号9年中4例）モ可ナリ低率デアルガ，コレハ

噸数ノ過少ノ爲二意義ヲ論ジ難イ．

 男女消化管系癌

 男子及女子ノ鴻化管週間ヲ合スルト，余丁ノ

調査セル家族歴全部ノ申二434例アル．而シテ

焚端者ノ各癌腫別家族歴二於ケル男女ヲ合シク

総獲癌者数二樹スル此等男女消化管系癌ノ比ヲ

見ルニ，食道癌患者ノ家族歴ヂハ85・71％（7例

中6例）， 胃癌患者ノ家族歴i中ヂノ、80」8％（328

例中263例），腸癌患者ノ家族歴中ヂハ82・93％

（41例aj 34例），消化管系癒窓者全部ノ家族歴中

ヂハ80．15％（388脳中311例），満願器系統癌患

者全部ノ家族歴昌於テハ79．55％（401例中319

例）デアツテ，此等ノ値ハ系統ヲ異＝スル呼吸

器及該附麗器癌患者ノ家族同声於ケル68・18％

（22例中15例），子宮癌患者ノ家族歴二於ケル

65．98％（97例中64例），孚L癌患者ノ家族歴二野

ケル6053％（38例中23例）トハ可ナリノ懸隔ヲ

示ス．叉舌癌患者ノ家族歴i二於ケル66．67％（12

例中8例），肝臓癌患者ノ家族単二於ケル50％

（10例中5例），消化腺蚊該附驕器癌患者全部ノ

家族nti ＝於ケル61．54％（13例中8例）等ハ他ノ

消化器癌患者ノ家族歴二比シ低率ヂアルが睡中

過少ヂアツテ意義ヲ論ジ難イ．叉癌性腹膜炎及

膀胱癌ノ患者家族歴二於テハ消化管系癌が全部

ヲ占メルガ，之モ亦玉敷過少ヂァツテ意義ヲ論

ジ得ナイ．

 肝臓癌

 肝臓癌ハ余等ノ調査セル家族歴全部ノ中＝22

例アツテ，肝臓癌患者14例ノ家族町中ニハ1例

ヲ見タノミデアル．ソノ他ノ溝化腺及該附薦器

癌患者ノ家族歴中ニハ1例モ見ラレナカツタ．

胃癌患者ノ家族屋二於テハ総獲癌者三二封シ

457％（328例申15例）ノ肝臓癌が見ラレタガ，

舌癌食道癌，軍勢呼吸器及隣国弾器癌，子

富癌，乳癌等ノ各患者家族歴ニハ各1例ノ肝臓

癌が見ラVタ．例数が甚少イ爲二比較シテ論ズ
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ルコトが出馬ナイ，

 消イヒ雲華重立該附壕酪器癌

 浩化腺蛇該附屡器癌Fシテ纒メテ見ルトキ

ハ，余等ノ調査セル家族歴全部ノ中＝25例アツ

げ，上述ノ肝臓癌ノ他＝3例ヲ加ヘルノミデ格

別ノコトハナイ．

 清化器系統癌

 以上ノ浩化管系癌ト消化腺拉該附屡腎癌ドヲ

合シテ消化器系統癌トシテ綜括スルコトが出來

ル．鼓二型テモ男子，女子及ソノ合計ノ三者＝

分ケテ観察スル．

 男子浩化器系統癌

 男子消化器系統癌ハ全部デ315例＝ナルガ，

ソノ畿端者ノ癌腫別家族歴昌於ケル男子総獲癌

者平角樹スル比ヲ見ルニ，舌癌及食道癌患者ノ

家族歴ヂハソノ男子癌例ノ全部ヲ占メ，胃癌患

：者ノ家族歴二於テハ男子総玉響者数ノ96．86％

（191例中185例），腸癌患者ノ家族歴二於テハ

96．88％（32例中31例），消化管系癌患者全部ノ

家族歴ヂハ97％（233例中226例），消化器系統癌

患者全部ノ家族歴デハ96．23％（239例中230例）

ヲ占メテ居ルガ，此等浩化器系統癌愚劣ラズ高

率ヲ示スモノハ子宮癌患者ノ家族歴二於ケル

95．74％（47例中45例），乳癌患者ノ家族歴二於

ケル95％（20例申19例）デアツテ，以上ノ殆ド優

劣ナキ高瀬二軍シテ呼吸器及該喜平車馬患者ノ

家族歴二野ケル83．33％（12例中10例）下塗力＝

低イ．肝臓癌患者ノ家族歴二於ケル50％（4例

中2例），消化腺拉該附驕器癌患者ノ家族歴二

塁ケル66．67％（6例中4例）ハ他ノ浩化器系統

癌＝比シ低率ヂアルが例激甚少クテ意義ヲ附シ

難イ．癌性腹膜炎，膀胱癌，陰野癌及尿道此等

ノ患者ノ家族歴二於テハ男子癌例ノ全部ヲ占メ

ルガ，之モ馬歯過少デアツテ他ト比較スルコト

ハ出來ヌ．

 女子溝化器系統癌

 女子消化器系統癌ハ全部ヂ144例アッテ，Jソ

ノ護端者ノ癌腫別家族歴二於ケル女子総獲癌者

数二半スル比ヲ見ルニ，胃癌患者ノ家族歴二於

テハ69．34％（137例中95例）ヲ占メ，溝化管系癌

患者全部ノ家族歴二軍テハ67．74％（155例中105

例），肝臓癌患者ノ家族ms ＝於テハ66．67％（6例

中4例），溝化器系統癌患者全部ノ家族歴中デ

ハ67．90％（162例中110例）ヲ占メテ居り，イヅレ

モ過牛数デハアルガ，男子消化器系統癌ノ再帰

患者家族歴二於ケル男子総獲癌者敏二謝スル比

ヨリ遙カニ低率ナノハ，女子二於テハ子宮癌及

乳癌が可ナリ多イ爲デアル．叉舌癌患者ノ家族

歴二半ケル50％（6例中3例），腸癌患者ノ家族

歴二於ケル44．44％（9例中4例）ハ粒々低率ト

ナツテ居り，食道癌患者ノ家族歴曾於テハ3例

中全部ヲ占メテ居ルガ，イヅレモ例撒少ク，特

殊ノ意義ヲ附シ難イ．次二呼吸器及難問驕器癌

患者ノ家族歴博於ケル60％（10例中6例）ハ消化

器系統癌患者ノ家族歴ヨリ梢々低率ヂアリ，子

宮癌患者ノ家族歴二於ケル42％（50例中21例）及

乳癌患者ノ家族歴二於ケル27．78％（18例中5

例）ハ明カニ消化系統ノドノ癌患者ノ家族歴昌

於ケルヨリモ可ナリ低率デアツテ注目スベキデ

アル．

 男女消化器系統癌

 男子及女子ヲ合シテ459例ノ漕化器系統癌ガ
                 
余等ノ調査iセル家族歴全部ノ中二見ラレタ．而

シテ獲端者ノ癌種別家族平中ノ男女ヲ合シ馬蝉

獲癌者撒二号スル此等滑化器系統癌ノ比ハ，舌

癌患者ノ家族歴二野テハ75％（12例中9例），胃

癌患者ノ家族歴二於テハ85．37％（328例中280

例），腸癌患者ノ家族歴二四テハ85．37％（41例

中35例），溝化管系癌患者全部ノ家族唐国デハ

85．31％（388例中331例），浩化器系統癌患者全

部ノ家族平中デハ84．79％（401例中340例）トナ

リ絶封大多数ヲ占メテ居ル．肝臓癌患者ノ家族

歴二於ケル60％（10例aj 6例）ハ他ノ浩化耳擦患

：者ノ家族歴二於ケルヨリモ低率トナツテ居り，

又食道癌患者ノ家族三二於テハ7掌中全部ヲ浩

化器系統癌が占メテ居ルガ，イヅレモ例撒少

ク，特別ノ童義ヲ認メ難イ．次二呼吸器及該附

鵬器癌患者ノ家族帯下於テハ72．73％（22例中16

例）ヲ占メ，清化器癌患者ノ家族歴日於ケルヨ

リモ梢々低率デァル．子宮癌患者ノ家族歴二於
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テハ68．04％（97例中66例）ヂアリ，乳癌患者ノ

家族歴二等テハ63．16％（38例mp 24例）ヂアツテ，

消化器系統癌患者ノ家族歴二於ケルヨリモ可ナ

リ低率デァツテ，女子消化器系統癌患者ノミヲ

取上ゲタ場合ヨリモ著明デハナイガ，ヤハリ目

立ツテ居ル．

 呼吸器蛇該附蜀器癌

 呼吸器蚊二野薦器癌ハ余等ノ調査シタ家族歴

全部ノ申二僅力5例アツテ．呼吸器及該附驕器

癌患者ノ家族歴二四テハ男子ノミs2例アル．

即チソノ男子ノ癌12例同封シテハ16・67％，男

女合シテ22例二封シテハ9．09％トナツテ居ル・

ソノ他ニハ呼吸eVSbZ該附麗器癌ハ胃癌患者ノ家

族歴中二男子1例及舌癌患者ノ家族歴中＝女子

2例ヲ見ルダケデアル．舌癌患者ノ家族歴二於

ケル呼吸器三門二二器癌ノ率が却ツテ高クナツ

テ居ルが例藪が少イ爲，意義ヲ論ジ得ナイ．

 腎臓癌及膀胱癌

 腎臓癌及膀胱癌ハ余等ノ調査シタ家族歴全部

ノ中s願力2例ヲ認メ，1例ハ胃癌患者ノ家族

歴昌，他ノ1例ハ腸癌患者ノ家族二二存シタ．

 子宮癌

 子宮癌ハ余等ノ調査シタ家族歴全部ノ中二70

例見ラレタ．而シテソノ分布歌態ハ甚注目スベ

キモノガアル．帥稜端者ノ癌腫別家族町中ノ女

子ノ総獲癌者数二封スル子宮癌ノ比ヲ見ル＝，

胃癌患者ノ家：族野中デハ20．44％（137例中28

例），腸癌患者ノ家族歴中デハ22．22％（9例中

2例），呼吸器下顎明麗器癌患者ノ家族脳中ヂ

ハ30％（10例中3例）トナツテ居ルガ，子宮癌患

者ノ家族歴中＝於テハ52％（50例中26例）デアツ

テ，断然他ヲ塵シテ居ルn■（然シ未ダ統計的二

有意義トハナラナイ．）

 叉男子及女子ヲ合シタ乳癌患者ノ家族歴二於

テハ38．89％（18例中7例）デアリ，女子乳癌患

者ノミノ家族歴二等テハ41・18％（17例中7例）

トナリ，子宮癌患者ノ家族歴二次イデ甚高イ頻

度ヲ示シテ居ルコ5ハ，同ジク生殖器及附鵬器

トシテ包括セラレル子宮ト乳腺トノ關聯ヵラ注

目サレル．

 乳癌

 乳i癌巨弾等ノ調査iシタ全：部ノ家：族歴iノ中二15

例アツテ，注目スベキ分布ヲ示シテ居ル．帥喪

端者ノ癌腫別家官歴中ノ女子ノ癌総数二障スル

乳癌ノ比ヲ見ルニt胃癌患者ノ家族歴二於テハ

2．19％（137例中3例）デアルガ，乳癌患者ノ家

族四二於テハ33．33％（18例申6例）ヂアツテ著

シキ懸隔ヲ示ス．又子宮癌患者ノ家族網田於テ

ハ4％（50例中2例）デアツテ，胃癌患者ノ家族

歴二於ケルヨリモ高イ頻度ヂアル．腸癌患者ノ

家族歴昌於ケル22．22％（9例申2例）ハ甚高イ

値デアルが潜込が少考昌過ギテ特別ノ意義ヲ論

ジ難イ．

 皮膚癌

 皮膚癌ハ余等ノ調査シタ全部ノ家族歴二戸テ

僅＝4例認メラレ，ソレハ胃癌患者ノ家族歴二

於テ2例．子宮癌患者ノ家族歴及乳癌患者ノ家

族歴i二戸1例トナツテ居り，皮膚癌及口唇癌患

者ノ家族歴中脳ハ1例モ認識ラレナカツタ．

      第3節 小  括

 以上述べ來ツタ第1表及第2表ヲ概括シテ次

ノ諸二二ヲ學ゲルコトが出來ル．

 1）獲端者が舌癌，癌性腹膜炎，膀胱癌，陰

博労及尿道癌，皮膚癌及口唇癌ヂアツタ場合＝

ハ，ソノ家族歴中二護端者ト同ジ臓器二癌ヲ嚢

シ郭者保見ラレナカツタ．

 2）獲端者が食道癌，胃癌（家族歴中ノ男女

ノ胃癌ヲ合シタ場合），腸癌，子宮癌，乳癌ヂ

アツタ場合ニハ，其等ノ家族雇i中二於ケル嚢端

者ト同臓器ノ癌ノ頻度（帥各家族歴中ノ総獲玉

野敷二封スル，獲端者ト同臓器回護癌セル者ノ

比）ハ當該癌ノ，爾絵ノ焚端者群ノ家族歴i二於

ヶル頻度ヨリモ高ク，夫々第1位プ占メル．

 肝臓癌，呼吸器蛇該附屡器癌モ亦，例数が未

ダ極メテ不充分デハアルガ，獲端者が當該癌患

者ナル時，爾絵ノ場合二比シテ甚高イ頻度ヲ示

ス．．

 3）胃癌ハ畿端者が如何ナル臓器ノ癌患者ヂ

アル場合ニモ，ソノ家族歴二多数現レ，且畿端

者が子宮癌及乳癌以外ノ癌ナル場合ニハ，胃癌
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入類二於ケル遺傳ノ研究 177

ハ男女ヲ通ジテ常昌家叢雨申出1位＝在ル．而

シテ殊二男子＝於テハ常昌六六的多数デアル．

 4）稜端者が子宮癌患者ナル時，其家族歴i二

現レタ女子癌患者ノ申，子宮癌が第1位（52％）

ヲ占メ，胃癌ハ第2位（CO％），乳癌が第3位

（4％）二在ル．           ，

 5）獲端者が乳癌ナル時，其家族歴二現レタ

女子癌患者ノ申，子宮癌が第1位ヲ占メ，乳癌

が第2位，胃癌が第3位＝在ル．

 6）次二第2表ヨリ，稜端者ノ獲癌臓器ノ相

異二慮ジ，家族歴二於ケル各癌腫ノ割合が甚シ

キ懸隔ヲ示スモノ昌就キ，之＝統計的吟味ヲ加

フル＝，次二二ス如ク，概ネ有意義ナラザル結

果ニナル．

識；睾蓋，，一51il謁認≒4・36＞3

畿；缶ジlill着鑑、，≒2・79〈3

（二）

（♀）胃癌％ 子宮癌％

家族歴二丁ケル（♀）。

?燻ﾒ鞍

（♀）胃癌 53．57士9．42 25±8．18 28

子宮癌 40．00±6．92 52士7．07 50

Mt．’vM2      53．57－40．00
／nii・秘・マ9溜・檀…随一≒1・2＜3

差、翠蓋，，フ7．灘、8，≒2・5＜3

（ホ）

（イ）

謙（6＋♀）胃癌

（6＋9）腸癌

（6＋9）

胃癌％
（6＋9）

腸癌％

72・56士2・4612・7牡0・90

58．54±7．69」 X．76士4．53
     1

家族歴二於ケ
ル（♂＋♀）総

獲癌者激

328

41

鑑識づ1…藩蕃≒・・7＜3

諜講，，一〆誰叢≒・・6く3

1轟轡歴 子宮癌％ （♀）乳癌％

家族歴ニミかル（♀）総

?燻ﾒ数

子 宮 癌 52．00±7．07 4．00±2．77 50

（♀）乳癌
41．18±11．94129．41士11．05     1 17

（ロ）

認可づlil器1幾，≒・・8＜3

差翠蓋22一器謡7，≒2・2＜3

（へ）

謙（♀）胃癌

（♀）乳癌

（♀）胃癌％

53．57±9．42

17．65士9．25

（♀）乳副難愚
妹馴者激

3．s7±3．41 1 2s

29．41±11．051 17

誕聴饗雛灘繰診騨蹴
統癌 e／o

 （6＋？）

浦化器系統癌1
84． 79±1．79

附麗器癌％

t／ltBi：illttttneptW．Eeq．LtggL：7’Tt．73±g．lg16：．6iiit：15g一一6・i3
O．75±O．43

及該附圏器癌1

護癌者数

識鶏22一器毒蛾≒2・8〈3

〆監欝欝…鍛，≒2・2＜3

401

22

謙識，，「磐i；1講輩≒・・2く3

蕃語毒マ麗準準≒・・4く3

（ハ）

＼ 家族歴

Jぎ＼ （♀）胃癌％ （♀）乳癌％
家族歴二面ケ
求i♀）総醗癌

ﾒ激
（3＋♀）胃癌 59．12±4．2⑪ 2．ユ9士1．25 137

（6＋9）乳癌 16．67土8．78 33．33士11．11 18

 7）家族門別於ケル総州卜者敏ヲ男子及女子

二分ケテ見ルニ，襲端者が子宮癌，肝臓癌（清

化腺拉該附属器癌トシテモ同様ヂアツタ）以外

ノ場合山崩，イヅレモ男子が多ク，殊二此ノ差

ハ胃癌及腸癌患者ノ家族歴昌於テ甚シイ．叉乳

癌患者ノ家族歴二於テハ男子獲癌者数ハ女子護

癌者数ヨリ僅昌多イ昌過ギォイ．
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178 毛，刹鵬二．上，

第4章癌以外繧瘍患者ノ一族歴二六ケル癌ノ護生歌況

1．子宮筋腫患者ノ家族歴in於ヶル癌ノ寸寸状況

第3．衷a ’子宮筋腫患者127一中39例ノ家族1歴二，於ケ：ル癖ノ護生昧訪

胃    』11回

腸＼・  ・，癌

．消化管系癌
肝 ．臓  窟1

消化器系統癌
呼吸器蛇
  垣戸麗器癌
子  宮  癬

乳     癌

場所不明ノ癌

計

子宮二筋瞳

磁
一思 胞

女主

子供 一 「 丁  回

三三i從叔叔父i母

兄弟

從姉妹

男 女 計

11 6 2’ 3 ・1
41

3 2．  1P7（73・91％） 』15（44ゴ珍％） 32（56．14％）

2 1 2（8・70％） ユ（2・94％〉・ 3（5．26％）

11 6 2 3 1 4 5 2 1 19（82861％）・ 16（47・06％） 35（61．40％）

1 1 1 ・2（8・70％） 1（2・94％）
3（与．26％）” 1

12 7 2 3 」 4 6 2， 1 2手（91・30％） 17（50・00％） 幽38（66．67％）

1 』2 厄ゑ（9．70％） ㌧1（2．94％） 3（5．26％）

・2 3 3 4 1， 1 ・14（41・，18％） 季4（24・56％）

1
1（2・94％） 」

ユ（1．75％）

1 5 1 1 1

一 」一  一

・2
o・・II2／31 ；6・倒 t［8国， 12

23  ， 34 57

ll 口 目 国 附 ．2 2

四

 子宮筋腫患者127例申39例a於テソノ・家：族歴

二獲癌者アリ，而シテソノ激ハ，男子23，女子’

34デ計57デアツタ．・四女子褒癌者が男子ヨリモ

多イコトハ注目スベキデナ、ル．
                  ヒ
男ヂ♪癌23例ノ中」7例（73・91％ン・・胃癌デア

リ，、腸癌，肝臓癌，呼吸器蛇該附可耕癌が各2

例（8・70％）デアツテ特記スタキゴトハナイ・

．女子ノ癌34例中15例（44・12％：）ガ胃癌デアツ

テ第1位ヲ占メ，次二子宮癌ガ14例（zilr18％）

デ第2位ヂ7ルガ，殆ド胃癌討尋ラナイ黙が注

月サレル，帥子宮筋腫患者ノ家族歴昌於テモ，

子宮癌患者ノ家族歴ト向様耳，子宮癌ノ頻度が

甚高イ，1・トハ，子宮ナル臓器ヂ於ケル腫瘍二三

不ル遺傳的素因ノ存在ヲ示唆スルe・ノデァル．

ソノ他＝腸癌，肝臓癌，呼吸器二二附麗器癌，

乳癌等が各i三見ラレタ．叉2例’ノ子宮筋腫稜

生者ヲ見回．

 2．．卵巣嚢腫患者ノ家族歴昌於ケル癌ノ嚢生

   1伏況

第3表b “卵集嚢腫患者55例中11例ノ家族歴二心ケル癌ノ襲生出海

＼＼ 血 縁・

醐＼
胃

腸

癌

慰

浦回管系癌
．肝  臓  三

浦：化器系統癌

喉  頭

子，、宮

  計

癌

癌

父

灘
父方

一難
繍細革

 「

濫樺 從姉妹

男 女

－   国

r｝
｝  L 一

3
】：

3 1 1・ 7（77・78％） 1（14・

P（14．

3 1 3 1 1 7（77・78％） 2（28．

一

1 1， ，1（I！rll％） 1（14．

，4 1 1 3 1 1 β（88・89％） 3（42．

1 1（11・11％）

2 1 1㌧ 4（57・

，4／3i 1114回 「・1 1回・目 9 7

計

8（50．ooo／．）

1（ 6．250／o）

9（56．250／o）

2（ 12．50 0／o ）a ，

11（68．75 0／o＞

1（ 6．250／o）

4（25．000／，）

16
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 卵集嚢腫患者55例中11例二於テ，ソノ家族歴

＝襲三者ヲ見・ソノ数日男子9．珂・女子7例・

計16例ヂアル．L

 男子ノ癌9例中7例（77．78％）ハ胃癌デ，ソ

ノ他三肝臓癌及喉頭癌が各1・例アツタ．女子ノ

癌．7例中胃癌ハ僅力s1例（14．29％）ヂアリ，

消化器系統三四コノ他二腸癌，’肝臓癌一一1例

アリ，計3例（42．86％）デアルノニ封シ，子宮

癌〉、4例（57．14％）デアツテ過牛数デアル．甚

僅少例デハア・げ，効ル卦ハ子宮講者ノ
家族歴以外ニハ見ナカツぞコトデア玖テ，子宮

ト卵，巣ニハ女子生殖器トサテノー蓮ノ臓器素因

が存在スルモノノ如クデアル．

 3．悪性脈絡膜上皮腫患者ノ家族歴二三ケル

   癌ノ蔓生状況．

第3表。 悪性脈絡膜上皮腫患者7例中2例ノ家族四二砕ケル癌ノ獲生歌深

癌別

血繰

胃     癌

子  宮  癌

計

父

父方

母鷹

ユ

1

母方

難
同胞

到女

子供

男｝女

伯

叔
父

伯

叔
母

從從
兄姉
弟妹

、12田野田田i

男 女

，1

1

計

1

1

．2
1 2’

 悪性脈絡膜上皮腫患者7例申2例＝於テソノ

家族歴二護三者ヲ見クガ，イヅ．レモ母二現レタ

胃癌1例ト子宮癌1例デアツ4・・

（小雪）

第3表d「

討∴
胃   tt癌
腸     癌

七化管系癌
肝  臓  癌

消化器系統癌
呼吸器軌
  該附圏器癌
－子  冨  癌

乳 一   癌

場所不明ノ癌

   計

子宮筋腫，卵巣嚢腫，悪性脈絡膜上皮腫患者189中中

．52例ノ家族歴二君ケ＞v癌～獲生1伏臥

一／父方
母方 同胞 手供 伯 伯 從 從

計父 母i襲1程

難 男1女 鰍，
叔父 叔母 兄 姉

h妹
男 女

’へ’

工4 7．2 3 3’1 4’ 4 3 24（75・OG％） 17（39・53％） 4エ（δ4．67％）

1 2 1 2（6・25％） 2（4・65％） 4（5二33％）

14 8 2 ．3 3 1 4 6 3、 1 26（81・25％） 19（44・ユ9％） 45（60・00％）

 1

Q．1
3，1 3 1 41

172

3 1

3（9・38％）

鋤灘，
T（6・67％）

T0（66・67％）』’4（5・33％）

5 3． 4 5 1 1「 19（44119gr6）層19（25．33％）

1 1（2・33％） r1（1．33％）
τi・

1 1 1
1 i

・6
P・51

2
i．41 4｝7 掴．一

1
9剛2 ’32 43 75
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 以上ノ子宮筋腫，卵集嚢腫，悪性脹絡膜上皮

腫患者ノ全部ヲ合スレバ189例トナリ，ソノ中

52例＝於テソノ家族歴二獲占者ヲ見当ワケデア

ル．サテ其等ノ癌ハ男子32例，女子43例ヂアツ

テ，カクノ如ク女子二遙力＝多イコトハ，癌患

者ノ家族歴デハ子宮癌患者ヲ襲端者トセル場合

ニノミ見ラレタ現象デアリ，主トシテ子宮癌ノ

頻嚢二三スルト思フ．

 部男子ノ癌32例中24例（75％）ガ胃癌，腸癌ガ

2例（6．25％），肝臓癌ト呼吸器拉該附麗器癌が

各3例（9．38％）ヂアツテ，共晶ノ家族歴二品ケ

ルト大シテ攣ル所ハナイガ，女子ノ癌43例申子

宮癌ガ19例（44．19％）デ第1位ヲ占メ，胃癌ハ

17例（39．53％）デ第2位デアル．子宮癌が胃癌

ヲ凌駕シテ第1位＝在ルコトハ，癌患者ノ家族

歴ヂハ子宮癌或ハ乳癌ヲ獲端者トセル場合ニノ

ミ見ラレタ現象ヂアツテ，子宮及卵集ノ腫瘍S

i封スル遺傳的臓器素因ノ存在ヲ示唆スルモノデ

アル．女子二三テハ胃癌，子宮癌ノ他，腸癌，

肝臓癌が各2例，呼吸器鮭該二二器癌，乳癌が

各1例デアル．          ’

 4．肉腫患者ノ家族歴二王ケル癌ノ後生状況

第3表e 男子肉腫患者12例中6例ノ家族歴二於ケル癌ノ護生状況

同胞
子供1白

伯 從
1從

黒藻讐 父灘鰍蝦
叔母 兄弟 姉妹 男 女 計

胃     癌 1 1 1 3（42・72％） 3（37・50％）

肝  臓  癌 1 1（14・29％） ユ（12・50％）

消化器系統癌 1 1 2 4（57・14％） 4（50・00％）

呼吸器拉
@畑町厩器癌

2 2（28・57％） 2（25・00％）

子  宮  癌 1 1 1（12・50％）

皮  膚  癌 P 1
1 1（14・29％） 1（12・50％）

計
21 1 ill・「 11i 11i 12 1

！1

7 1 8

 男子肉腫患者12例中6例二於テソノ家族歴二

二二者ヲ見，ソノ数ハ男子7例，女子1例，計

8例デアツタ．

 男子7例ノ中胃癌ハ3例（42．72％）ヂアル．

呼吸器拉該附屡器癌ガ2例（2857％）デ率が高

クナルが忌数が少イ爲，意義ヲ論ジ難イ．ソノ

他＝肝臓癌及皮膚癌が各1例アツタ．

 女子二於ケル1例ノ癌ハ子宮癌ヂアル．

第3表f 女子肉腫患者11例申3例ノ家族歴昌於ケル癌ノ獲生歌況

父方一 母方 同胞 子供 伯伯  血 縁

@     」
?別

，父 母

難論男幽幽
叔、叔
ヵ?「

從暴 1 從姉妹 i  男

女  計

R胃    癌1 ・目1同  Ull 12貯
    一  r 山

P

【180コ
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 女子肉腫患者11例中3例＝於テソノ家族歴日

                    ヒ一畳者ヲ軍団．ソレハイヅレモ胃癌デアリ，男

子二2例，女子二1例ヂアル．

第3表’9 肉群羊23例（鋤中9例（鋤ノ家旛二於ケ乾干判明

  血1縁

?別
父1母

父方 母方 同胞一 子供一

ﾘ
伯叔父 伯叔母 從兄弟

從1姉妹

男 女

胃    癌
ユ 1 1 1 1 1 5（55・56％） 1

肝  臓  癌 1 1（U・11％）

消化器系統癌 1 1 1 1 1 2 6（66・67％） 1

呼吸器虹
@該附罵器癌

2 2（22・22％）

子  宮  癌 1 1

皮  膚  癌
1・

1
1（11・11％）

計 30・121・嗣［・i20 9 2

計

6（54．550／o）

1（ g．ogo／o）

7（63・64 90）

2（18．18％）

1（ g．oge／o）

1（ g．ogo／o）

11

 以上ノ男子及女子肉腫患者ヲ合スルト23例ト

ナリ，ソノ中9例昌於テソノ家族歴中二畿癌者

ヲ見タワケデアル．而シテ共等ノ癌ハ男子9

例，女子2例，計11例ヂアル．

 男子ノ癌9例中5例（55．56％）ハ胃癌ヂアリ．

呼吸器姓該附薦器癌ガ2例，肝臓癌，皮膚癌が

各1例ヂアル．

 女子ノ癌2例ハ胃癌及子宮癌デアノ私

 5．混合腫瘍患者ノ家族十二於ケル癌ノ嚢生

   ナ伏況

第3表h 混合臨賭6例中（鋤2例（鋤ノ前歴二於ケ幅磯生躍

癌 別

血 縁

胃 癌

  父方          從

禦難羅1男1女原難購
肪同胞子供1囃嘯P從1

・田・1 11田

男

1

女

1

計

2

 混合腫瘍患者6例申2例昌於テソノ家族歴二

嚢癖者ヲ見タ・イヅレモ胃癌ヂアリ・1例・・男

子混合腫瘍患者ノ父二，他ノ1例ハ女子混合腫

瘍患者ノ父方ノ組母＝見ラレタ．

 以上ノ第3表各號ヲ片明テ表示スレバ第4表

ヲ得ル．
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第4表  癌以外腫瘍患者ノ家族歴二於ケル

消    化    盤    系

消    化    管    系    癌

 家
@ 族
@  歴
?[ 者

性

調査歎

家シ

ｰ例
､霧リ度1

胃    癌 腸   癌 計

8［♀iε＋♀ 司♀i3＋♀ δ1♀！3＋♀ 6
  一  一        一      一

q宮筋睡 @♀
『39－
R0．71％

 17
V3．91％

r工544．ユ2％

56・14％ 8・70％
 3之］「凱一『一』一……  ｛ 『2脇15．21％｛82．ll％147、1薯％16、．ll％  2

W．70％

卵藁嚢踵 ♀

一 一   一

P27

@55

@7
P89

 11
Q0．00％

  7
V7．78％   一

  1
H4．29％

  8
T0．00％ 14．29％

1   1

@6・25％ 77．78％28・57％712ig一56．25％
  1
P1・11％

悪性脈絡

ｬ  計

♀
  2
Q8．57％

1 1

♀

  ｝ h ｝ 一

 52  24
V5・00％ 一

 17
R9・53％

 41
P54芝〔ワ％

 2
U・25％

 2
S．65％

 4
T．33％

 26
W125％

 19
~4ユ9％

 45
P60・00％

 3
X．38％

3 12
  6』

T0．00％

  3     1  3
S2．72％       37．50％

 一  一 一

P 142．7塁％ @ 3
R7・50％

  1－
P4・29％

肉  腫 ♀
  3
Q7・27％ 113 1 2 1 3

3＋♀

11

Q3

Q

  9「
R9．13％

@ 1

  2

鼈黷T’一

T5．56％
1t54．5ε％   5

T5・56％

1   6
T4・55％

  1
P1．11％   一

♂
1 1 1 1

混合匝瘍 ♀
1 1 1 1 1

3＋♀
  2
R3．33％

1 1 2 1 1 2

ε

46141529

  7
T0．00％1

  4
T0．00％

  4
S4・44％

  4
T0．00％

  4
S4・44％

  1
P2．50％

小  計 ♀   4
Q6．67％

2 2 4 2 2 4

δ＋♀  11
R7．93％

  6
U0・00％

2   8P61・54％   6
U0・00％

2   8
U1・54％

   1
齠��B％

    一

? 計

玩4

Q18

 56τ27・45％t

 26
V6．47％

 19  45
S2．22％56．96％

5謝4．，琴％1臨㍊％  21
S6．67％

一49
U2・03％

 3
W・82％

8＋♀
 63
Q8．90％

 30
V1．43％

 19   49
SL30％55・68％

2    2 旨 4
S．76％4．35％4．55％76．19％

琶2  21
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X・52％
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総獲三者数二封ス＞V各種癌患者撒ノ比

統    癌

肝臓癌

計

呼該
z臨器器虹癌

子宮癌 乳癌 皮膚癌 場ノ

兜s明癌

総褒癌者激

♀1♂＋♀i31♀1＄＋♀ δ［♀［δ＋♀ ♀ ♀ 3＋♀ δ1♀18＋♀

 1
Q・94％

5．2老％』、．§1％』。．。。％66．67％17 1 琢8  2－
W．70％

 1
Q・94％

 3
T．26％

 14
S1．18％

 1
Q・94％

i1 23 P34［57

  1
P4・29％

、2．5言％i
  8
W8．89％ 42・86％

3   11

@68・75％
  1
P1．11％

 1
U・25％

  4
T7．14％

1 9i7116
1 1 1212

 2
S・65％

 5
U・67％

 29
X0．63％

 21
S8・別％

 50
P66．67％

 3
X．38％

 1
Q・33％

 4
T・33％

 19
S4・19％

 1
Q・33％

11 32 P43175
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「｝57．、珪％Ir；。瑚｝一』8．51％  一

Q5・00％
2｝一｝P   1
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1 71118     一

2   1 3 1 「「3
 1
X・09％
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Q2・22％
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1  1
X．09％ 1 912111

1 1 1111
1 1
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1111
1 1   2 1 11112

  1
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Q2・22％
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1 8田9
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 2
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 2
S・35％
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第5圖
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第5章考按及結論

 入類＝於ケル癌ノ墜下問題ヲ研究スル際＝ハ

色々ノ困難二遭遇スル．帥人類ノ家族が少野芝

ナルコト，世代ノ推移が逞イコト，計書的交配

實験ヲナシ得ザルコト，癌診断ノ不確實ナ場合

ガアルコト，癌ノ遺傳的素因ヲ有スルト考ヘラ

Vル者が多数若クシテ死亡スルコト，八高的ナ

ラザル外的要因が實際二介入スルコト，癌ノ種

類が甚多イコト，腫瘍ノ繭芽が實際二腫瘍トナ

ルコトが甚不定ヂアル等ト云フ根本的ナ困難バ

カリデナク，三際ノ調査二當ツテハ材料聚集が

非常二困難iデアリ，一方的ナ選二二陥リ易イト

云フ危急ガアル．

 K：．H． Bauerハ癌＝封スル遺嘱的一般素因

（erbliche Allgemeindisposition）ヲ全々否定シテ

居ルガ，腫瘍ノ獲生箇所（：Lokalisation）二於テ

ハ遺傳ガー役ヲ演ズルコトヲ肯定シテ居ル．氏

ハ癌‘￥txル遺傳的ナ組織或ハ臓器素因ノ問題

s於テハ吾々ハ確實ナ基礎ノ上＝立ツテ居ルト

述べ，鼠が著明ナ所謂肉腫動物デアリ，二十日

鼠が所謂癌動物デアルト云フ明白ナ事書が既

二，種が異レバ同一ノ害毒物二於テモ各組織ハ

反慮ヲ異＝スルコトヲ示スモノデアルト読キ，

遺傳的癌前騙諸症，（多獲息肉症，乾皮症，先天

性嚢腫二等）ハ正二，全艘トシテ二二的基礎ノ上

二立ツ腫蕩形成ノ傾向ヲ示ス組織系や器官系が

存在スルコトヲ示スモノデアルトナシテ居ル．

同時二二ハMiss Lynchノ動物二二ノ結果ヤ，

叉一卵性双生見二於テ双方二丁が生ズル場合ニ

ハイツモ同一器官ノ同一一部位＝生ズル事實等ヲ

例設シテ，癌二封スル遺傳的臓器素因ノ存在ヲ

彊調シテ居ル．

 長與又郎氏ハ癌ノ護生ニハ先天的要約ヨリモ

後天性ノ原因ヲ：重覗シ，癌二封スル遺傳的臓器

素因ノ問題等二就イテハ割合冷淡デアルガ，動

物ノ種類，臓器，組織，細胞二封シテ癌腫二特

異選繹性ノアルコトト共レノ遺傳ヲ認メテ居ラ

レノレ．

 次二余白が今回1089例ノ各種癌患者中，家族

歴申呂獲癌者アリシ427例ト，癌以外腫瘍患者

218例中家族歴中二丁丁者アリシ63例ノ家族歴

二於ヶル癌ヲ調査シテ得タル結果二就キ考察ヲ

試ミル．

 1．各家族歴二現レタスペテノ癌例数二封ス

ル食道癌，胃癌，腸癌，子宮癌，乳癌ノ比が夫

々當該臓器癌ヲ嚢端者トスル家族雪降於テ最高

イ事實ハ，此等ノ臓器二於ケル，癌二封スル遺

【1田】
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傳的素因ノ存在ヲ思ハシメル．肝臓癌及呼吸器

蛙該附鵬四二二於テモ．丁数極メテ少イケレド

モ恐ラク同様ノ關係ヲ期待シ得ヤウカ．

 2．護端者が舌癌癌性腹膜炎，膀胱癌，三

二癌及尿道癌，皮膚癌及口唇癌デアツタ場合ニ

ハソノ家族心中二面端者ト同ジ臓器二面ヲ獲シ

タモノハ無カッタ．Waalerハ諾威國癌研究委

員會カラ集メラレタ6000ノ癌患者ヲ基トシタ調

査二於テ，口唇癌患者ノ同胞ノ癌確率バー般ノ

佳民ノ場合ト同様ヂァリ，胃癌，肝臓癌，食道

癌ヲ合シテ此等癌患者ノ同胞二於ケル癌確率ハ

ー般住．民ヨリモ遙カニ高イコトヲ獲見シ，口唇

癌二巴テハ遺傳異国件ヨリモ，環境ノ條件が強

ク作用シテ居り，胃癌，肝臓癌，食道癌二於テ

ハ，遺傳的負荷が根本的ナ役割ヲナスモノト断

ジテ居ル．余談ノ場合二於テハ例撒極メテ少

ク，決定的ナコトハ述べラレナイガ，舌癌，皮

膚癌，陰董癌，口唇癌等ハWaalerガロ唇癌二

就テ云フ如ク，外界ノ條件が主トナリ，從ツテ

，其等ノ臓器二於ケル遺傳的素因モ雛遊ラレザ

ルモノト推論シタイ．

 5．胃癌が獲端者ノ如何ヲ問ハズ常＝多数現

レ，乳癌及子宮癌以外ノ癌患者ノ家族歴二於テ

ハ男女ヲ通ジテ第1位＝在ルコトハ，遺傳トハ

別個二，胃自爆二於ケル癌二封スル臓・器素因ヲ

考ヘシメル．

 4．子宮癌患者ノ家族五二於テハ女子ノ浜中

子宮癌が最多ク，次ヂ胃癌，乳癌ノ順デアル

ガ，乳癌患者ノ家族歴二於テハ，ヤハリ子宮癌

が最多ク，次ヂ乳癌，胃癌ノ順ヂアルノハ，子

宮及乳腺二心スル遺嘱的臓器素因ノ存在ヲ首肯

セシメルト同時二，共二女子生殖器及附聴器ト

シテ包括セラレル此ノ爾臓器ノ密接ナ關係ヲ示

スモノト考ヘラレル．

 5．子宮筋腫，卵巣嚢腫，悪性脹絡膜上皮腫

等ノ患者ノ家族歴二於ケル女子嚢癌者総藪二封

スル子宮癌ノ比ハ甚高ク，殆ド子宮癌患者ノ家

族歴二於ケル子宮癌ノ頻度二匹敵スルコ5ハ共

＝女性生殖器タル子宮，卵．巣爾臓器ノ密接ナル

三階＝依ルト同時二，爾臓器ノ廣ク腫瘍二封ス

ル遺傳的臓器素因ノ存在ヲ期待サセル．

 6．癌二階スル遺財的臓器素因ハ存在スルト

考ヘラVルガ，余等ノ調査二酉テハ，統計學的

＝有意義ナ結果二到達シテ居ナイ．更二多数ノ

材料二丁テ吟味が必要ヂアラウ．

 稿ヲ終ルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導ト御校圏

ヲ賜りタル恩師大里教授二野ンデ満腔ノ謝意ヲ表

ス．

 尚調査材料聚集二二リ，自由ニソノ診療二二ヲ

抜葦シ目．ツ症例ヲ利用スルコトヲ快諾サレタ熊i埜

御堂教授，桂教授，笠森平野，亜木下授，倉知助

教授，松田敢授二深甚ナル謝意ヲ表スル．：又調査

材料聚集ソノ他二就テ御藍力ヲ賜ツタ日干室員各

位二鳴謝ス，

主 要：子捨

1）荒川浩一，砂鉢上ヨリ見タル癌腫ノ露玉．訟

訴署科大雑面誌，第26巻，12號，2192頁，昭和8

年12月， 2）Bauer， K。皿．， Erbbiologie der

Geschwttlste des Mensehen． Handbuch der Brb－

biologie des Menschen． IV／2． innere Krankheiten

II． Verlag von Julius Springer／Berlin． 1940． S．

1122． 3） Bauer－Fischer－Leuz．， E rbpath－

ologie． J． F． Lehmanns－Verlag 1 Mifnchen Berlin．

1940． 4）亭円三郎，胃癌ノ統計的観察．十全

會雑誌，第40巻，第4麗，1758頁，昭和10年4月．

5）稻田龍吉，癌腫ト遺傳．臨淋醤學，第23年，

3號，332頁，昭10年3月． 6）石山鵬二即，直

腸癌詩賦テ．日本消化機病學會維誌，第38巻，第

7號，昭14年．  7）各務：事，武井康之，喜多野

徳綾，桐原外科霊室二心ケル胃癌ノ統計的観察．

東京淫事新誌，第62年，3100號，2423頁及3101號，

2472頁，昭13年9月． 8）加藤秀三，瀞須繁男，

村尾蔑，武田胤雄，姜成烈，胃癌ノ臨躰観察．實

験消化器病學，第16巻，175頁，昭16年3月．9）

川上理一，内科醤二必要ナル遺傳學，實験署報，
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第27年，第315魏及第316號，昭16年1月及2月．

10）木原均，實瞼遺嬉學． 11）木下夏順，米國

土産”癌ノ遺傳學的研究”．科學，第10巻，第2

朧，昭15年2月．  12）同人，癌ノ遺傳素因二

關スル今日ノ智識．臨鉢醤學，26年，5號，618頁，

昭13年5月． 13）駒井」婁，日本人ノ遺傳1（遺傳1

育種學叢書第5輯）． 14）古屋磐雄，醤學統計

法ノ理論ト其懸用． 15）小泉全道，吾教室最近

5年間二於ケル子宮癌ノ統計的観察tu ＝其治療ノ

今昔．東北醤學雑誌，第17巻，第3冊，250頁，

昭9年10月． 16）久留勝，松島一雄，杉村器夫，

小關學，璽田外科教室二於ケル胃癌手術ノ成績．

日本外科學會雑誌，36回，1號，365頁，昭10年

4月．  17）草間弘司，悪性腫瘍ノ統計的観察

（殊ニソノ護生部位二就テ），臨淋醤學，第23巻，

昭10年．  18）森蓬欄，鈴江懐，實験腫瘍學．

19）村秣仁八，遺傳ノ研究． 20）三宅逮，宮城

順，谷口籟雄，胃癌．昭和3年． 21）長興叉郎，

日本二於ケル癌腫ノ統計的研究．癌特別號，昭和

8年11月， 22）同人，癌腫ノ統計的研究．日本

學術協晶出，第11巻，3號3297頁，昭11年8月．

23）尿堀善作，三田外科敢室二於テ治療セラレタ

ル直腸癌二三テ．日本外科渇望雑誌，第39回，12

號． 24）西島義一吾数室最近20年間二於ケル

子宮癌患者ノ統計的観察．九大署報，5巻，2脇

110頁，昭和6年4月．  25）李輩攣，剖槍屍a

於ケル癌腫例ノ遺傳的及ビ家族的嚢生要約二關ス

ル観察．癌，33巻，3號，昭14年6月．  26）

Schinz， H． R． und Buschke， Fr．， Krebs und

Vererbung． Georg． Thieme／Leipzig． 1935． 27）

鈴木信義，本邦二於ケル悪性腫瘍ノ統計的研究．

京都署學維誌，第15巻，第6號． 28）砂川正寛，

奈良縣二於ケル癌死亡ノ統計的観察．目本公衆保

健協會雑誌，15巻，9競，昭14年9月．   29）

竹野内政雄，若年者（満30歳以下）胃癌54例ノ統計

的観察．東西蟹學，6巻，6，7，8號．  30）

田中鶴麿，遺傳學，第3版，昭15年，東京簑華房

護行． 31）田中長次，悪性腫瘍ノ統計的研究．

癌，第28巻，第1號，昭9年5月．32）Waaler，

G． H． M．， Uber die Erblichkeitsverh51tnisse

des Krebses auf Grund des voTn norwegischen

Krebskomitee gesammelten Materials． Norsk．

Mag． Laegevidensk． 92． 1931． 33） Weitz，

W．， Die Vererbung innerer Krankheiten． 1936．

34）山回勝三郎，癌踵ト素因．癌，第9年，第2

冊，大正4年6月，
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